
旅 行 代 金

行　　程 食　事

 9月4日㈪ ～ 9月5日㈫
旅行実施日 令和5年

かすや旅行センター  ☎092-938-3919
福岡県知事登録第2-952号　総合旅行業務取扱管理者　伊藤優二
総合旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取り扱う販売店での取引に関する責任者です。
この旅行に関してご不明な点がございましたら、ご遠慮なく取扱管理者にお尋ね下さい。

大人お一人様 3名1室追加代金（お一人様）1,100円
2名1室追加代金（お一人様）2,200円27,500円（4名1室以上）

ＪＡ粕屋各地 ―― 最寄ＩＣ ―― めかりＳＡ ―― 小月ＩＣ ―― 道の駅北浦街道 ―― 

元乃隅稲成神社 ―― 海鮮村北長門 ―― 萩：明倫学舎 ―― ホテル

出発

昼食

9:10/9:20 10:30/10:45
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旅行企画・実施

ＪＡ粕屋年金友の会保養の旅

美しい景色と歴史探訪の山口２日間美しい景色と歴史探訪の山口２日間

8:15

ホテル ―― 松陰神社 ―― 東光寺 ―― 村田蒲鉾 ―― 城跡ながお ―― 山口市菜香亭 ――

小郡ＩＣ ―― 壇ノ浦ＳＡ ―― 最寄ＩＣ ―― ＪＡ粕屋各地
9:40/10:30 10:40/11:10 12:00/13:009:30

第1班　新宮・立花・青柳・小野・古賀
 9月5日㈫ ～ 9月6日㈬

第2班　仲原・大川・篠栗・久山
 9月11日㈪ ～ 9月12日㈫

第3班　志免・宇美・須恵

萩本陣外観（イメージ） 萩本陣露天風呂（イメージ） 明倫学舎（イメージ）

■募集人員／各日40名（最少催行人員35名）　但し、定員になり次第締め切ります。　■食事／朝1回、昼2回、夜1回
■添乗員／同行し旅程管理を行います。　■募集締切／令和5年8月4日㈮　■利用予定ホテル／萩本陣　■予定バス会社／西鉄観光バス

※道路事情等により到着時間が変更になる場合がございます。
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　い
よ
い
よ
本
格
的
な
暑
い
夏
が

や
っ
て
来
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
家
庭
の

エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
は
何
度
に
し

て
ま
す
か
？
私
自
身
も
毎
年
夏
場
の

室
内
設
定
温
度
に
悩
み
ま
す
が
一
般

的
に
は
環
境
省
推
奨
の
28
度
設
定
の

ご
家
庭
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。し
か
し
こ
こ
で
要
注
意
な
の
が

28
度
設
定
と
い
う
の
は
エ
ア
コ
ン
の

設
定
温
度
を
28
度
に
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
「
室
温
が
28
度
」
で
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。つ
ま
り
室

温
が
28
度
を
超
え
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
気
づ
か
ず
に
エ
ア
コ
ン
の
設

定
温
度
を
28
度
に
し
続
け
る
の
は
熱

中
症
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
も
あ
り

非
常
に
危
険
な
こ
と
だ
そ
う
で
す
。ど

う
し
て
も
暑
い
場
合
は
、
扇
風
機
と
併

用
し
て
使
用
す
る
と
、
設
定
温
度
よ
り

も
体
感
温
度
が
３
度
ほ
ど
下
が
る
そ

う
で
す
。皆
さ
ま
も
エ
ア
コ
ン
と
扇
風

機
を
上
手
く
駆
使
し
て
、
夏
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
！
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ピカマイくんとカスヤンジャー
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書面議決結果報告

総代出席人員

総代定数　　　530名　総代数　　525名
本人出席　　　215名　委任状　　　3名
議決権行使書　293名　総出席　　511名

第1号議案
第2号議案
第3号議案
第4号議案
第5号議案
第6号議案
第7号議案
第8号議案
第9号議案

賛成
291
291
292
292
289
289
289
288
290

反対
1
1

3
3
3
4
2

無効
1
1
1
1
1
1
1
1
1

合計
293
293
293
293
293
293
293
293
293

令和4年度
出資配当・事業利用分量配当のお知らせ

◆配当金のお支払い対象は、出資組合員本人名義のご利用、ご契約に限ります。本人以外のご家族名義のご利
用、ご契約は、対象となりません。

　※各プラザで営農経済事業をご利用の場合は必ずお名前をお知らせください。尚、伝票控え（納品書等）に組合
　　員コード、お名前が記載されていない場合は担当者にお申し出ください。

◆現在ＪＡ事業をご利用されている組合員でない方も出資して組合員になっていただければ事業利用分量配当の
対象となります。

◆具体的な出資配当率及び事業利用分量配当の金額は、当該年度の決算結果に基づく剰余金処分案として総代会
に上程し決定します。尚、剰余金の状況により配当できない場合もあります。

◆事業利用分量配当は、対象となる事業分量に対してそれぞれ一定の配当率を掛けて算出します。

◆配当金のお支払いは、配当金額の明細を記載した通知書をお送りし、出資配当金の振込口座と同じ口座に振り
込みます。

●事業利用分量配当とは、組合員の事業利用によって生み出された剰余金を、その利用分量に
　応じて組合員に還元（配当）する制度です。

新
事業利用分量配当

従来の
出 資 配 当

●令和4年度 出資配当・事業利用分量配当

貯金 
貸出金 
肥料・農薬・農業機械
生産資材

信用事業

購買事業

※令和4年度は生産資材の高騰もあり購買利用者の事業利用分量配当割合を0.5%引き上げました。

貯金年間平均残高 × 0.02%
貸出金支払利息 × 1.50%

購　入　金　額 × 2.50%

１．出資配当は年0.5％の割合です。
２．事業利用分量配当基準

組合員皆様の利用に応じた還元！！

還元

議長　鬼塚　剛介氏（志免町）挨拶を行う安河内組合長 挙手を行う総代 万歳三唱の様子

第
40
回

　通
常
総
代
会
提
出
議
案

Ｊ
Ａ
粕
屋
は「
選
ば
れ
る
J
A
粕
屋
」を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　Ｊ
Ａ
自
己
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
40
回 

通
常
総
代
会

特集

うれしいね。もっと
ＪＡを利用しよう！

令和4年度分 
出資配当・事業分量

配当金をお支払いします。

第
１
号
議
案

　令
和
４
年
度

　事
業
報
告
、
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

　報
告
事
項
①

　事
業
報
告
の
附
属
明
細
書
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
注
記
表
、

　
　
　
　
　
　
　「
独
立
監
査
人
の
監
査
報
告
書
」
並
び
に
監
事
の
「
監
査
報
告
書
」
に
つ
い
て

　報
告
事
項
②

　部
門
別
損
益
計
算
書
に
つ
い
て

　報
告
事
項
③

　Ｊ
Ａ
粕
屋

　令
和
４
年
度
自
己
改
革
取
組
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　令
和
５
年
度

　事
業
計
画
及
び
関
連
事
項
つ
い
て

　⑴
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

　⑵
Ｊ
Ａ
粕
屋

　自
己
改
革
実
践
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　⑶
指
導
事
業
に
要
す
る
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
の
方
法
に
つ
い
て

　⑷
法
人
又
は
団
体
へ
の
加
入
及
び
株
式
の
取
得
、
出
資
又
は
出
え
ん
に
つ
い
て

　⑸
Ｊ
Ａ
粕
屋
農
業
ビ
ジ
ョ
ン

第
３
号
議
案

　固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　（
古
賀
地
区
の
支
所
な
ら
び
に
北
部
プ
ラ
ザ
事
務
所
新
築
工
事
）

第
４
号
議
案

　定
款
及
び
定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

　令
和
５
年
度

　理
事
報
酬
に
つ
い
て

第
６
号
議
案

　令
和
５
年
度

　監
事
報
酬
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

　理
事
の
退
職
慰
労
金
に
つ
い
て

第
８
号
議
案

　監
事
の
退
職
慰
労
金
に
つ
い
て

第
９
号
議
案

　役
員
選
任
に
つ
い
て

　第
40
回
通
常
総
代
会
を
６
月
29
日
、
４

年
ぶ
り
に
総
代
を
一
堂
に
会
し
開
催
し
ま

し
た
。

　安
河
内
組
合
長
は
、
あ
い
さ
つ
の
中
で

「
昨
年
度
発
生
し
た
自
動
車
整
備
事
業
で

の
不
祥
事
に
つ
い
て
、
組
合
員
の
皆
様
に

多
大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
こ
と
を
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
再
発
防
止
に

向
け
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
、
信
頼
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
自
己
改
革
を
実
践
し
、
組
合
員
や

地
域
の
皆
様
か
ら
『
選
ば
れ
る
Ｊ
A
粕

屋
』
を
目
指
し
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　議
事
で
は
、
議
長
（
志
免
町
）
の
鬼
塚

剛
介
氏
の
進
行
の
も
と
、
第
１
号
議
案
か

ら
第
９
号
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議

を
経
て
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

こ
う
す
け

今後も事業利用を
宜しくお願い致します
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令和4年度
出資配当・事業利用分量配当のお知らせ

◆配当金のお支払い対象は、出資組合員本人名義のご利用、ご契約に限ります。本人以外のご家族名義のご利
用、ご契約は、対象となりません。

　※各プラザで営農経済事業をご利用の場合は必ずお名前をお知らせください。尚、伝票控え（納品書等）に組合
　　員コード、お名前が記載されていない場合は担当者にお申し出ください。

◆現在ＪＡ事業をご利用されている組合員でない方も出資して組合員になっていただければ事業利用分量配当の
対象となります。

◆具体的な出資配当率及び事業利用分量配当の金額は、当該年度の決算結果に基づく剰余金処分案として総代会
に上程し決定します。尚、剰余金の状況により配当できない場合もあります。

◆事業利用分量配当は、対象となる事業分量に対してそれぞれ一定の配当率を掛けて算出します。

◆配当金のお支払いは、配当金額の明細を記載した通知書をお送りし、出資配当金の振込口座と同じ口座に振り
込みます。

●事業利用分量配当とは、組合員の事業利用によって生み出された剰余金を、その利用分量に
　応じて組合員に還元（配当）する制度です。

新
事業利用分量配当

従来の
出 資 配 当

●令和4年度 出資配当・事業利用分量配当

貯金 
貸出金 
肥料・農薬・農業機械
生産資材

信用事業

購買事業

※令和4年度は生産資材の高騰もあり購買利用者の事業利用分量配当割合を0.5%引き上げました。

貯金年間平均残高 × 0.02%
貸出金支払利息 × 1.50%

購　入　金　額 × 2.50%

１．出資配当は年0.5％の割合です。
２．事業利用分量配当基準

組合員皆様の利用に応じた還元！！

還元

議長　鬼塚　剛介氏（志免町）挨拶を行う安河内組合長 挙手を行う総代 万歳三唱の様子
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特集

うれしいね。もっと
ＪＡを利用しよう！

令和4年度分 
出資配当・事業分量

配当金をお支払いします。
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①
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損
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和
５
年
度
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て
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事
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ぶ
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河
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は
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発
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た
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迷
惑
を
お
掛
け
し
た
こ
と
を
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
再
発
防
止
に

向
け
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
、
信
頼
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
自
己
改
革
を
実
践
し
、
組
合
員
や

地
域
の
皆
様
か
ら
『
選
ば
れ
る
Ｊ
A
粕

屋
』
を
目
指
し
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　議
事
で
は
、
議
長
（
志
免
町
）
の
鬼
塚

剛
介
氏
の
進
行
の
も
と
、
第
１
号
議
案
か

ら
第
９
号
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議

を
経
て
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

こ
う
す
け

今後も事業利用を
宜しくお願い致します
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篠栗町萩尾（女性部）
金融共済専門委員
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久山町久原（中部地区）

森　喜美雄（66）
福岡市東区千早（北部地区）

理　事

監　事 代表監事

※年齢については令和5年4月1日現在

代表理事組合長

安河内　豊（72）
宇美町宇美（宇美支所）

　日
頃
よ
り
、
当
組
合
の
事
業
に
特
段
の
ご
配
慮
い
た

だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
度
、
令
和
５
年
６
月
29
日
の
理
事
会
に
お
き
ま

し
て
、
代
表
理
事
組
合
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
組
合

長
就
任
に
あ
た
り
、
組
合
員
の
皆
様
に
一
言
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

　　現
在
の
農
業
、
Ｊ
Ａ
を
め
ぐ
る
環
境
は
厳
し
く
、
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
昨
年
起
こ
っ
た
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
日
米
の
金
融
政
策
の
違
い

に
よ
る
円
安
は
、
肥
料
等
の
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
を

招
き
、
今
も
な
お
、
組
合
員
の
営
農
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
政
府
に
お
い
て

は
、
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
の
見
直
し
が
検

討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
検
討
の
中
で
は
、
「
食
料
自
給

率
の
向
上
」
「
食
料
の
安
全
保
障
」
「
生
産
コ
ス
ト
の

農
産
物
価
格
転
嫁
」
な
ど
重
要
な
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
引
き
続
き
検
討
状
況
に
は
注
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
粕
屋
管
内
に
お
き
ま
し
て
は
、

農
業
担
い
手
の
高
齢
化
、
開
発
に
よ
る
農
地
の
減
少
に

村山　直繁（59）
古賀市米多比（小野支所）

（学識経験者）

小林　政嗣（58）
須恵町植木（須恵支所）

（学識経験者）

百田　茂徳（57）
須恵町佐谷（須恵支所）

（学識経験者）

津原　克規（62）
久山町山田（久山支所）

（学識経験者）

代表理事専務常務理事
( 金融共済担当 )

常務理事
( 営農経済担当 )常勤監事

加
え
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
お
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
状
況
の
下
、
Ｊ
Ａ
粕
屋
は
、
福
岡
市
に
隣

接
す
る
都
市
近
郊
型
Ｊ
Ａ
と
し
て
、
行
政
と
連
携
し
な

が
ら
、
消
費
地
に
安
全
、
安
心
な
農
畜
産
物
を
供
給

し
、
地
域
農
業
を
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
令
和
５
年
度
は
、
出
向
く
営
農
指
導
体
制
を

整
備
し
、
営
農
販
売
に
必
要
な
情
報
を
提
供
し
、
組
合

員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
早
期
に
支
所
再
編
を
完
結
さ
せ
、
信
用
、

共
済
部
門
の
業
務
効
率
化
を
と
お
し
て
、
経
営
資
源
を

営
農
経
済
事
業
に
集
中
し
、
イ
チ
ゴ
や
ス
モ
モ
、
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
と
い
っ
た
作
物
を
奨
励
し
て
い
く
と

と
も
に
、
売
れ
る
農
畜
産
物
を
少
し
で
も
高
く
販
売

し
、
組
合
員
の
所
得
向
上
に
貢
献
で
き
る
よ
う
体
制
整

備
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　最
後
に
、
Ｊ
Ａ
粕
屋
は
、
組
合
員
の
皆
様
の
お
か
げ

を
も
ち
ま
し
て
、
今
年
で
合
併
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
節
目
と
し
て
、
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
協
力

し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
事
業
改
革
を
行
い
、
地
域

農
業
に
貢
献
す
る
「
選
ば
れ
る
Ｊ
Ａ
粕
屋
」
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
後
も
、
組
合
員
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

新役員（理事・監事）紹介
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未
来
を
考
え
、
農
業
指
導
を
す
る
Ｊ
Ａ

で
あ
れ
ば
信
頼
で
き
、
幅
広
い
層
の
い

ろ
ん
な
人
が
Ｊ
Ａ
に
関
わ
り
を
も
っ
て
く
れ

る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
（
例
え
ば
、

家
庭
で
気
軽
に
味
噌
作
り
な
ど
。
）
今
後
、

コ
ス
ト
や
環
境
に
対
応
し
て
い
く
為
、
私
は

現
在
、
肥
料
を
や
ら
ず
に
育
て
る
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
農
家
を
視
察
す
る

と
か
、
実
際
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
を
見
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
「
学
ぶ
」
を
企
画
す

る
。
農
業
や
肥
料
を
売
る
だ
け
の
Ｊ
Ａ
で
は

な
く
、
環
境
を
考
え
る
Ｊ
Ａ
で
あ
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
　
　
　
　
　

現
在
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
や
農
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
の
性
能
が
向
上
し
ス
マ
ー
ト
農
業
の

導
入
や
化
学
肥
料
、
農
薬
の
使
用
等
に
よ
る

環
境
負
荷
軽
減
に
配
慮
し
た
環
境
保
全
型
農

業
な
ど
営
農
環
境
が
変
化
し
て
い
ま
す
。
Ｊ

Ａ
粕
屋
と
し
ま
し
て
も
取
り
組
め
る
も
の
が

あ
る
の
か
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

脱
炭
素
問
題
な
ど
に
つ
い
て
は
国
の
政
策
で

あ
る
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に

沿
っ
た
取
り
組
み
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
米
の
被
害
が
多
発
。

米
の
生
産
が
ど
う
な
る
の
か
。
４
〜
５

年
後
に
は
米
作
が
出
来
な
い
の
で
は
と
心
配

し
て
い
ま
す
。
何
か
対
策
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
各
行

政
で
設
置
さ
れ
て
い
る
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
協
議
会
に
Ｊ
Ａ
粕
屋
か
ら
も
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

事
業
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
い
た
だ
け
れ
ば
行
政
と
連
携
し
対
応
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
プ
ラ
ザ
で
は
電
気
柵
や

フ
ェ
ン
ス
等
、
鳥
獣
被
害
防
止
資
材
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
家
の
将
来
に
つ
い
て
、
今
後
の
展
開

と
対
策
、
助
言
を
行
う
機
会
を
設
け
る

事
は
重
大
事
項
と
考
え
ま
す
。
後
継
者
の
問

題
、
休
耕
田
対
策
等
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
の
方
針
、

農
家
の
取
り
組
み
方
等
々
、
聞
く
、
話
す
機

会
が
あ
る
方
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
「
次
世
代
総
点

検
運
動
」
と
し
て
後
継
者
不
足
を
含
め

た
担
い
手
の
問
題
や
休
耕
田
対
策
に
つ
い
て
意

向
調
査
を
行
い
、
10
年
後
の
姿
に
つ
い
て
確
認

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、
農
家

の
皆
様
と
の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
、
現
状

（
構
成
員
と
生
産
量
等
）
の
問
題
に
加
え
て
、

10
年
後
の
あ
る
べ
き
姿
を
共
有
し
行
政
と
も
連

携
し
な
が
ら
実
行
具
体
策
に
つ
い
て
協
議
し
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
農
家
集
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ご
出
席
い
た
だ
き
、
組
合
員
の
皆
さ
ま

の
ご
意
見
等
を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

米
だ
け
で
な
く
、
野
菜
や
果
樹
の
栽
培

指
導
が
で
き
る
技
術
職
員
が
い
る
の
か
。

い
る
と
し
た
ら
、
誰
か
わ
か
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。
い
な
い
と
し
た
ら
、
育
成
す
べ
き
で
あ

る
。
も
し
く
は
普
及
セ
ン
タ
ー
Ｏ
Ｂ
等
の
即
戦

４
月
に
実
施
し
ま
し
た
総
代
ア
ン
ケ
ー
ト
に

つ
き
ま
し
て
、同
一
内
容
の
代
表
的
な
も
の

を
回
答
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、こ

の
他
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
・
要
望
に
つ

き
ま
し
て
も
真
摯
に
受
け
止
め
、今
後
の
事

業
運
営
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

営
農
・
経
済

力
採
用
も
や
む
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。

南
部
・
中
部
・
北
部
の
各
プ
ラ
ザ
、
本

所
に
は
品
目
ご
と
の
担
当
者
を
配
置
し

て
い
ま
す
。
中
部
プ
ラ
ザ
に
は
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
担
当
者
、
北
部
プ
ラ
ザ
に
は
イ
チ
ゴ
、

果
樹
の
担
当
者
、
本
所
に
は
軟
弱
野
菜
の
担

当
者
や
園
芸
全
般
の
指
導
を
行
う
担
当
者
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
各
プ
ラ
ザ
で
は
、
職
員

を
研
修
会
等
に
参
加
さ
せ
知
識
の
向
上
に
努

め
、
組
合
員
の
方
か
ら
満
足
し
て
頂
け
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
私
た
ち
の
町
に
お
い
て
本
当
に

稲
作
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
作
付
け
を
し

て
い
る
農
家
さ
ん
は
減
少
し
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
私
も
、
そ
の
一
人
で
す
。

田
植
え
を
し
て
草
刈
り
を
し
て
収
穫
を
す
る
。

圃
場
を
荒
ら
さ
な
い
為
の
作
付
け
に
な
っ
て

い
ま
す
。
作
付
け
の
流
れ
の
中
で
、
今
、
何

の
た
め
に
ど
う
し
た
ら
良
い
か
等
の
詳
し
い

指
導
が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
で
は
粕
屋
地
域
の
条
件
に
合
う
作

付
け
基
準
の
「
稲
作
ご
よ
み
」
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
土
づ
く
り
か
ら
田
植
え
、
追

肥
や
病
害
虫
防
除
の
タ
イ
ミ
ン
グ
等
を
ご
案

内
す
る
暦
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各

地
域
で
現
地
検
討
会
を
開
催
し
、
そ
の
時
々

で
の
管
理
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。兼

業
農
家
に
対
し
て
、
特
に
休
日
等

の
作
業
が
当
然
多
く
な
る
中
、
ま
だ

ま
だ
、
そ
の
対
応
が
少
な
く
、
機
械
等
の
修

理
対
応
に
不
安
が
あ
り
ま
す
。
対
応
策
と
し

て
、
日
曜
日
も
含
め
た
休
日
の
指
導
体
制
を

検
討
願
い
ま
す
。

田
植
え
・
稲
刈
り
等
の
繁
忙
期
に
は
休

日
出
勤
で
対
応
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
、
農
家
の
実
態
を
踏
ま
え
、
対
応
す
べ
き

内
容
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

将
来
の
展
望
と
し
て
、
若
者
の
関
心
度

が
低
い
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
で
色
々
な

イ
ベ
ン
ト
や
行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
自
分
た
ち
で
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
に

接
す
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。
少
数
の
若
い
農

業
者
達
は
目
立
っ
て
い
ま
す
が
10
年
、
20
年

後
が
心
配
で
す
。
Ｊ
Ａ
粕
屋
と
し
て
今
ま
で

に
な
い
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

令
和
５
年
度
よ
り
就
農
へ
向
け
た
農
業

体
験
農
園
事
業
の
研
究
を
行
う
よ
う
に

し
て
お
り
ま
す
。
各
行
政
と
連
携
し
、
地
域

農
業
発
展
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
農
業
の
理
解
者
・
応
援
者
と

し
て
、
准
組
合
員
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
実
施
予

定
で
あ
り
、
意
見
等
を
参
考
に
今
後
の
地
域

農
業
発
展
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

女
性
部
に
つ
い
て
、
支
部
単
位
で
退
会

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
何

の
指
導
も
な
く
、
手
立
て
が
な
か
っ
た
の
か
、

悔
い
が
残
り
ま
す
。
大
変
な
こ
と
だ
と
女
性
部

役
員
会
で
も
取
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

支
部
の
退
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
惜
し

む
声
や
意
見
が
多
く
あ
り
女
性
部
役
員

会
の
中
で
女
性
部
選
出
の
理
事
の
意
見
も
踏

ま
え
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
組
織
存
続
は
難
し
く
惜
し
く
も
解
散
さ

れ
ま
し
た
。
支
部
の
解
散
・
部
員
の
減
少
は

重
要
な
問
題
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
役

員
会
等
で
継
続
し
て
協
議
し
ま
す
。

車
検
の
件
で
す
が
、
車
検
時
に
現
金
を

請
求
さ
れ
ま
す
。
税
金
の
部
分
で
し
ょ

う
か
。
現
金
で
支
払
わ
な
く
て
も
口
座
引
き

落
と
し
で
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
前
は
車
検
代
と
一
緒
に
支
払
っ
て
い
た
の

に
。
前
も
っ
て
現
金
を
口
座
引
き
落
と
し
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由
を
お
示
し

い
た
だ
き
た
い
。

車
検
の
際
に
お
客
様
か
ら
前
も
っ
て
現

金
で
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
自

賠
責
保
険
料
で
す
。
自
賠
責
は
所
有
者
本
人

が
現
金
で
支
払
い
契
約
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
以
前
は
、
利
用
者
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、

口
座
振
替
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
諸
費
用
の
振
替
が
不
能
で
車
検
に

着
手
で
き
ず
、
お
約
束
の
日
に
納
車
が
出
来

な
い
等
の
事
例
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
現
在

は
諸
費
用
の
口
座
引
き
落
と
し
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
自
賠
責
保
険
料
な
ど

の
諸
費
用
は
、
車
検
の
際
に
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
前
も
っ
て
現
金
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
末
頃
に
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
等
の
回

収
を
北
部
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
北
部
プ
ラ
ザ
だ
け
で
な
く
、
中
部
プ
ラ

ザ
、
南
部
プ
ラ
ザ
と
３
ヶ
所
で
行
う
こ
と
が

出
来
な
い
で
し
ょ
う
か
。

農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
等
の
回
収
の
際
に

は
、
重
量
を
計
測
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ス

ケ
ー
ル
（
車
に
車
載
し
た
ま
ま
計
量
可
能
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
当
該
機
器
は
、

北
部
プ
ラ
ザ
に
し
か
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
北
部
プ
ラ
ザ
の
み
で
回
収
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
何
卒
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

資
材
等
が
他
農
協
・
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

の
ほ
う
が
安
い
。
Ｊ
Ａ
粕
屋
を
利
用
す

る
メ
リ
ッ
ト
を
出
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

生
産
資
材
高
騰
の
煽
り
を
受
け
全
体
的

に
販
売
価
格
が
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。

品
物
に
よ
っ
て
は
他
Ｊ
Ａ
よ
り
安
く
提
供
し
て

い
る
商
品
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
粕
屋
で

は
決
算
時
に
生
産
資
材
、
農
機
購
入
者
を
対
象

と
し
た
事
業
分
量
配
当
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
購
買
品
供
給
高
の
２
．５
％
配

当
を
予
定
致
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
是
非
Ｊ

Ａ
の
ご
利
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

土
曜
日
も
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
使
用
で
き
た
ら
助

か
り
ま
す
。
１
円
単
位
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
し

て
頂
け
た
ら
助
か
り
ま
す
。
１
円
単
位
で
帳

面
を
つ
け
て
い
ま
す
の
で
、
紙
幣
し
か
利
用

で
き
な
い
現
在
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は
不
自
由
で
す
。

土
曜
日
、
日
曜
日
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
稼
働
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
６
年
度
を
目
途
に
、

各
行
政
に
１
ヶ
所
程
度
の
稼
働
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
硬
貨
使
用
可
能
な

Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
異
物
混
入

や
硬
貨
の
つ
ま
り
等
機
械
故
障
の
原
因
が
増

え
、
お
客
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ

と
か
ら
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
硬
貨
対
応
は
予
定
致
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
硬
貨
に
よ
る
お
取
引
が
必

要
な
場
合
は
、
窓
口
に
て
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
お
申
し
出
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

以
前
は
通
帳
の
お
支
払
い
金
額
、
お
預

か
り
金
額
の
欄
に
内
容
の
記
入
が
出
来

て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
出
来
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
通
帳
を
決
算
の
内
容
と
し
て
い
る

私
に
と
っ
て
何
故
、
出
来
な
く
な
っ
た
の
か

お
伺
い
し
た
い
。
で
き
れ
ば
、
内
容
の
記
入

が
出
来
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

団
体
名
義
の
通
帳
に
つ
き
ま
し
て
は
、

摘
要
欄
の
記
入
も
多
い
こ
と
か
ら
作
業

に
時
間
を
要
し
他
の
お
客
様
を
お
待
た
せ
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
摘
要
欄
の
記
入

は
個
人
名
義
通
帳
に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
何
卒
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
口
の
融
資
を
Ｊ
Ａ
か
ら
受
け
て
い
ま

す
。
残
高
も
１
億
円
を
切
っ
た
の
で
、

確
定
申
告
の
資
料
な
ど
提
出
を
求
め
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
長
期
金
利
が
少
し
高
く
な
っ
た

と
の
こ
と
で
、
０
．８
％
（
５
年
固
定
）
が
０
．

85
％
に
昨
年
の
12
月
か
ら
変
わ
っ
た
。
低
金
利

は
ア
パ
ー
ト
経
営
上
助
か
っ
て
い
ま
す
。

当
組
合
の
適
正
な
資
産
査
定
へ
の
取
り

組
み
に
ご
協
力
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
貸
出
金
の
利
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、

経
済
情
勢
、
長
期
金
利
の
動
向
を
踏
ま
え
、

毎
月
金
利
設
定
委
員
会
で
協
議
し
決
定
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
貸
出
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
事
業
分
量
配
当
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
組
合
員
の
皆
様
に
満
足
し
て
頂
け
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

振
込
に
つ
い
て
不
満
を
感
じ
ま
す
。
な

ぜ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
か
ら
し
か
で
き

な
い
の
か
。
通
帳
か
ら
で
き
な
い
の
か
。
シ

ス
テ
ム
上
の
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
他
の
金
融

機
関
は
で
き
る
の
に
疑
問
に
思
い
ま
す
。

大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
の
統
一
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
万
全
を
期
す
た
め
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
の
振
込
み
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
み
利

用
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

建
物
更
生
共
済
で
掛
け
捨
て
の
商
品
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

現
在
、
Ｊ
Ａ
共
済
の
商
品
の
中
で
「
建

物
更
生
共
済
」
の
掛
け
捨
て
商
品
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
建
物
更
生
共
済
と
保
障
内
容

が
異
な
る
掛
け
捨
て
の
「
火
災
共
済
」
は
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
支
所
共
済
窓
口
ま
で
お

訊
ね
く
だ
さ
い
。

自
動
車
、
建
物
等
の
共
済
の
件
で
す
が
、

最
近
農
協
か
ら
他
社
へ
切
り
替
え
を
さ

れ
る
方
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
聞
い
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
対
応
が
早
い
、
安
い
、
親
切

で
あ
る
と
の
こ
と
。
担
当
者
は
せ
め
て
担
当

部
署
の
勉
強
を
も
っ
と
す
る
べ
き
で
す
。
組

合
員
、
顧
客
に
頼
ら
れ
る
担
当
者
の
育
成
を

望
み
ま
す
。

　
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
丁
寧
な
対
応

を
心
が
け
、
今
後
も
組
合
員
、
地
域
の

皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
、
人
材
育
成
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
Ｊ
Ａ
の
自

動
車
共
済
は
、
車
種
に
も
よ
り
ま
す
が
、
同

じ
保
障
内
容
で
あ
れ
ば
Ｊ
Ａ
共
済
の
方
が
安

く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
も
事
故
に
あ

わ
れ
た
場
合
、
粕
屋
管
内
を
中
心
に
職
員
に

よ
る
事
故
対
応
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
建
物

更
生
共
済
に
つ
き
ま
し
て
は
、
積
立
方
式
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
満
期
時
に
は
満
期

金
を
お
支
払
い
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
他
、
掛
け
捨
て
の
火
災
共
済
も

準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
契
約
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

年
金
友
の
会
の
す
べ
て
の
活
動
が
３
年

間
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
友
の
会
か
ら

は
、
早
く
旅
行
な
ど
の
活
動
を
始
め
て
ほ
し

い
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
３
年
間
活
動
を
自
粛
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
分
類
も
２
類
か
ら
５
類
へ
引
き
下
げ

ら
れ
た
事
で
、
令
和
５
年
度
は
友
の
会
の
皆

様
が
満
足
し
て
も
ら
え
る
活
動
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

年
金
日
に
、
窓
口
に
受
け
取
り
に
来
た

人
は
商
品
ク
ジ
が
引
く
こ
と
が
で
き
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
た
場
合
は
ク
ジ
が
引
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
せ
っ
か
く
年
金
受
取
を
Ｊ
Ａ

粕
屋
に
し
た
甲
斐
が
無
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
他
の
所
に
比
べ
る
と
サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
だ
け
Ｊ
Ａ
は
良
心
的
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
組
合
員
・
利
用
者
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
企
画
し
、

提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
中
止
し
て
い
た
支
所
運
営
委

員
会
の
効
果
的
な
開
催
を
望
み
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
も
落
ち
着
き
を
見
せ
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
年
度
は
、
支
所
運
営
委
員
会
を
開
催

し
、
組
合
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
事
業
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

各
部
門
の
連
携
が
出
来
て
い
な
い
気
が

し
ま
す
。
各
部
門
が
連
携
し
、
Ｊ
Ａ
が

一
体
と
な
っ
た
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
下

さ
い
。令

和
５
年
度
は
、
部
門
間
連
携
を
強
化

す
る
た
め
、
管
理
職
に
よ
る
総
合
企
画

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
会

議
で
の
検
討
を
通
じ
て
、
組
合
員
に
寄
り

添
っ
た
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
指
し

て
、
部
門
を
超
え
て
連
携
し
、
事
業
の
改
善

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。支

所
の
統
廃
合
は
必
要
不
可
欠
な
の
で

し
ょ
う
か
。
　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
方
へ
、
よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た

め
に
は
、
Ｊ
Ａ
の
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化

が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
店
舗
統
廃
合
も
そ

の
一
環
と
し
て
組
合
員
の
皆
様
の
理
解
を
得

な
が
ら
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

職
員
に
対
す
る
事
業
推
進
目
標
が
高
く

早
期
退
職
者
も
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

毎
年
新
職
員
の
顔
を
み
る
が
相
当
数
が
退
職

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
何
か
対
策
を
講
じ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
　

職
員
の
事
業
推
進
目
標
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
よ
り
推
進
目
標
や
体
制
等
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
、
「
働

き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
検
討
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
職
員
に
と
っ
て
働
き
が
い
の

あ
る
職
場
と
な
る
よ
う
環
境
づ
く
り
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
早
期
退
職
者
に
は
、

退
職
理
由
な
ど
を
調
査
し
、
原
因
と
な
る
事

柄
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
早
期
退
職
者
の
減

少
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

常
勤
役
員
に
つ
い
て
は
、
農
協
の
Ｏ
Ｂ

ば
か
り
で
は
な
く
、
違
っ
た
角
度
か
ら

見
る
為
に
、
Ｏ
Ｂ
以
外
の
選
出
を
望
み
ま
す
。

　
常
勤
役
員
の
選
任
に
あ
た
っ
て
は
、
組

合
の
業
務
を
的
確
、
公
正
に
遂
行
で
き

る
知
識
と
経
験
、
十
分
な
社
会
的
信
用
を
持

つ
者
を
「
学
識
経
験
常
勤
理
事
推
薦
委
員

会
」
で
協
議
、
決
定
し
、
推
挙
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
候
補
者
の
選
定
に
あ
た
っ
て

は
、
粕
屋
農
協
職
員
Ｏ
Ｂ
に
限
ら
ず
、
幅
広

く
適
任
者
を
検
討
の
上
、
選
出
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
課
題
と

し
て
認
識
い
た
し
ま
す
。

最
近
、
Ｊ
Ａ
粕
屋
の
不
祥
事
が
相
次
い

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
不
祥
事
発
生
の

大
き
な
要
因
は
、
古
い
体
質
が
今
で
も
継
承

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
近
年
、
組
合
長
を
先
頭
に

組
織
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

な
か
な
か
実
を
結
ぶ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
よ
う
で
す
。
Ｊ
Ａ
の
執
行
部
は
信
頼
回

復
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
確
立
の
た
め
、

日
々
努
力
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
総
代
会
・
研
修
会
な
ど
で
、
そ
の
意
欲

を
明
確
に
表
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

不
祥
事
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
深
く
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。
今
回
の
自
動
車
整
備
工
場
の
不
祥
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
三
者
委
員
会
を
設
置
し
、

委
員
会
の
提
言
を
受
け
て
、
理
事
会
に
お
い
て

「
再
発
防
止
策
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

不
祥
事
の
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
職
員
賞
罰
委

員
会
、
役
員
責
任
調
査
委
員
会
を
開
催
し
、
適

正
な
処
分
を
実
施
し
ま
し
た
。

現
在
は
Ｊ
Ａ
の
古
い
体
質
を
取
り
去
り
な
が

ら
、
組
織
全
体
で
不
祥
事
再
発
防
止
策
の
取

組
み
を
進
め
て
い
く
と
同
時
に
、
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
対
話
を
続
け
、

信
頼
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

旅
行
に
関
し
て
コ
ロ
ナ
前
は
よ
く
利
用

し
て
い
た
が
、
今
後
の
企
画
に
期
待
し

ま
す
。
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
５
類
へ
引
き
下
げ

ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
日
常
へ
と
戻
り

つ
つ
あ
る
中
で
、
旅
行
の
関
心
も
増
え
て
き

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
組
合

員
・
利
用
者
の
皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
安
全
・
安
心
な
企
画
旅
行
の
提
案
を

心
掛
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ＱＡＱ

Ｑ Ａ

ＡＡ

ＡＡ Ｑ

ＱＡ

ＡＱ金
融
・
共
済

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ａ

ＱＡＱ

Ａ

Ｑ

ＱＡ

ＱＡ

Ａ

Ａ
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未
来
を
考
え
、
農
業
指
導
を
す
る
Ｊ
Ａ

で
あ
れ
ば
信
頼
で
き
、
幅
広
い
層
の
い

ろ
ん
な
人
が
Ｊ
Ａ
に
関
わ
り
を
も
っ
て
く
れ

る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
（
例
え
ば
、

家
庭
で
気
軽
に
味
噌
作
り
な
ど
。
）
今
後
、

コ
ス
ト
や
環
境
に
対
応
し
て
い
く
為
、
私
は

現
在
、
肥
料
を
や
ら
ず
に
育
て
る
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
農
家
を
視
察
す
る

と
か
、
実
際
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
を
見
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
「
学
ぶ
」
を
企
画
す

る
。
農
業
や
肥
料
を
売
る
だ
け
の
Ｊ
Ａ
で
は

な
く
、
環
境
を
考
え
る
Ｊ
Ａ
で
あ
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
　
　
　
　
　

現
在
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
や
農
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
の
性
能
が
向
上
し
ス
マ
ー
ト
農
業
の

導
入
や
化
学
肥
料
、
農
薬
の
使
用
等
に
よ
る

環
境
負
荷
軽
減
に
配
慮
し
た
環
境
保
全
型
農

業
な
ど
営
農
環
境
が
変
化
し
て
い
ま
す
。
Ｊ

Ａ
粕
屋
と
し
ま
し
て
も
取
り
組
め
る
も
の
が

あ
る
の
か
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

脱
炭
素
問
題
な
ど
に
つ
い
て
は
国
の
政
策
で

あ
る
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に

沿
っ
た
取
り
組
み
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
米
の
被
害
が
多
発
。

米
の
生
産
が
ど
う
な
る
の
か
。
４
〜
５

年
後
に
は
米
作
が
出
来
な
い
の
で
は
と
心
配

し
て
い
ま
す
。
何
か
対
策
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
各
行

政
で
設
置
さ
れ
て
い
る
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
協
議
会
に
Ｊ
Ａ
粕
屋
か
ら
も
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

事
業
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
い
た
だ
け
れ
ば
行
政
と
連
携
し
対
応
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
プ
ラ
ザ
で
は
電
気
柵
や

フ
ェ
ン
ス
等
、
鳥
獣
被
害
防
止
資
材
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
家
の
将
来
に
つ
い
て
、
今
後
の
展
開

と
対
策
、
助
言
を
行
う
機
会
を
設
け
る

事
は
重
大
事
項
と
考
え
ま
す
。
後
継
者
の
問

題
、
休
耕
田
対
策
等
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
の
方
針
、

農
家
の
取
り
組
み
方
等
々
、
聞
く
、
話
す
機

会
が
あ
る
方
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
「
次
世
代
総
点

検
運
動
」
と
し
て
後
継
者
不
足
を
含
め

た
担
い
手
の
問
題
や
休
耕
田
対
策
に
つ
い
て
意

向
調
査
を
行
い
、
10
年
後
の
姿
に
つ
い
て
確
認

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、
農
家

の
皆
様
と
の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
、
現
状

（
構
成
員
と
生
産
量
等
）
の
問
題
に
加
え
て
、

10
年
後
の
あ
る
べ
き
姿
を
共
有
し
行
政
と
も
連

携
し
な
が
ら
実
行
具
体
策
に
つ
い
て
協
議
し
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
農
家
集
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ご
出
席
い
た
だ
き
、
組
合
員
の
皆
さ
ま

の
ご
意
見
等
を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

米
だ
け
で
な
く
、
野
菜
や
果
樹
の
栽
培

指
導
が
で
き
る
技
術
職
員
が
い
る
の
か
。

い
る
と
し
た
ら
、
誰
か
わ
か
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。
い
な
い
と
し
た
ら
、
育
成
す
べ
き
で
あ

る
。
も
し
く
は
普
及
セ
ン
タ
ー
Ｏ
Ｂ
等
の
即
戦

４
月
に
実
施
し
ま
し
た
総
代
ア
ン
ケ
ー
ト
に

つ
き
ま
し
て
、同
一
内
容
の
代
表
的
な
も
の

を
回
答
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、こ

の
他
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
・
要
望
に
つ

き
ま
し
て
も
真
摯
に
受
け
止
め
、今
後
の
事

業
運
営
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

営
農
・
経
済

力
採
用
も
や
む
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。

南
部
・
中
部
・
北
部
の
各
プ
ラ
ザ
、
本

所
に
は
品
目
ご
と
の
担
当
者
を
配
置
し

て
い
ま
す
。
中
部
プ
ラ
ザ
に
は
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
担
当
者
、
北
部
プ
ラ
ザ
に
は
イ
チ
ゴ
、

果
樹
の
担
当
者
、
本
所
に
は
軟
弱
野
菜
の
担

当
者
や
園
芸
全
般
の
指
導
を
行
う
担
当
者
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
各
プ
ラ
ザ
で
は
、
職
員

を
研
修
会
等
に
参
加
さ
せ
知
識
の
向
上
に
努

め
、
組
合
員
の
方
か
ら
満
足
し
て
頂
け
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
私
た
ち
の
町
に
お
い
て
本
当
に

稲
作
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
作
付
け
を
し

て
い
る
農
家
さ
ん
は
減
少
し
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
私
も
、
そ
の
一
人
で
す
。

田
植
え
を
し
て
草
刈
り
を
し
て
収
穫
を
す
る
。

圃
場
を
荒
ら
さ
な
い
為
の
作
付
け
に
な
っ
て

い
ま
す
。
作
付
け
の
流
れ
の
中
で
、
今
、
何

の
た
め
に
ど
う
し
た
ら
良
い
か
等
の
詳
し
い

指
導
が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
で
は
粕
屋
地
域
の
条
件
に
合
う
作

付
け
基
準
の
「
稲
作
ご
よ
み
」
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
土
づ
く
り
か
ら
田
植
え
、
追

肥
や
病
害
虫
防
除
の
タ
イ
ミ
ン
グ
等
を
ご
案

内
す
る
暦
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各

地
域
で
現
地
検
討
会
を
開
催
し
、
そ
の
時
々

で
の
管
理
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。兼

業
農
家
に
対
し
て
、
特
に
休
日
等

の
作
業
が
当
然
多
く
な
る
中
、
ま
だ

ま
だ
、
そ
の
対
応
が
少
な
く
、
機
械
等
の
修

理
対
応
に
不
安
が
あ
り
ま
す
。
対
応
策
と
し

て
、
日
曜
日
も
含
め
た
休
日
の
指
導
体
制
を

検
討
願
い
ま
す
。

田
植
え
・
稲
刈
り
等
の
繁
忙
期
に
は
休

日
出
勤
で
対
応
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
、
農
家
の
実
態
を
踏
ま
え
、
対
応
す
べ
き

内
容
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

将
来
の
展
望
と
し
て
、
若
者
の
関
心
度

が
低
い
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
で
色
々
な

イ
ベ
ン
ト
や
行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
自
分
た
ち
で
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
に

接
す
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。
少
数
の
若
い
農

業
者
達
は
目
立
っ
て
い
ま
す
が
10
年
、
20
年

後
が
心
配
で
す
。
Ｊ
Ａ
粕
屋
と
し
て
今
ま
で

に
な
い
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

令
和
５
年
度
よ
り
就
農
へ
向
け
た
農
業

体
験
農
園
事
業
の
研
究
を
行
う
よ
う
に

し
て
お
り
ま
す
。
各
行
政
と
連
携
し
、
地
域

農
業
発
展
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
農
業
の
理
解
者
・
応
援
者
と

し
て
、
准
組
合
員
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
実
施
予

定
で
あ
り
、
意
見
等
を
参
考
に
今
後
の
地
域

農
業
発
展
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

女
性
部
に
つ
い
て
、
支
部
単
位
で
退
会

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
何

の
指
導
も
な
く
、
手
立
て
が
な
か
っ
た
の
か
、

悔
い
が
残
り
ま
す
。
大
変
な
こ
と
だ
と
女
性
部

役
員
会
で
も
取
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

支
部
の
退
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
惜
し

む
声
や
意
見
が
多
く
あ
り
女
性
部
役
員

会
の
中
で
女
性
部
選
出
の
理
事
の
意
見
も
踏

ま
え
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
組
織
存
続
は
難
し
く
惜
し
く
も
解
散
さ

れ
ま
し
た
。
支
部
の
解
散
・
部
員
の
減
少
は

重
要
な
問
題
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
役

員
会
等
で
継
続
し
て
協
議
し
ま
す
。

車
検
の
件
で
す
が
、
車
検
時
に
現
金
を

請
求
さ
れ
ま
す
。
税
金
の
部
分
で
し
ょ

う
か
。
現
金
で
支
払
わ
な
く
て
も
口
座
引
き

落
と
し
で
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
前
は
車
検
代
と
一
緒
に
支
払
っ
て
い
た
の

に
。
前
も
っ
て
現
金
を
口
座
引
き
落
と
し
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由
を
お
示
し

い
た
だ
き
た
い
。

車
検
の
際
に
お
客
様
か
ら
前
も
っ
て
現

金
で
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
自

賠
責
保
険
料
で
す
。
自
賠
責
は
所
有
者
本
人

が
現
金
で
支
払
い
契
約
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
以
前
は
、
利
用
者
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、

口
座
振
替
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
諸
費
用
の
振
替
が
不
能
で
車
検
に

着
手
で
き
ず
、
お
約
束
の
日
に
納
車
が
出
来

な
い
等
の
事
例
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
現
在

は
諸
費
用
の
口
座
引
き
落
と
し
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
自
賠
責
保
険
料
な
ど

の
諸
費
用
は
、
車
検
の
際
に
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
前
も
っ
て
現
金
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
末
頃
に
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
等
の
回

収
を
北
部
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
北
部
プ
ラ
ザ
だ
け
で
な
く
、
中
部
プ
ラ

ザ
、
南
部
プ
ラ
ザ
と
３
ヶ
所
で
行
う
こ
と
が

出
来
な
い
で
し
ょ
う
か
。

農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
等
の
回
収
の
際
に

は
、
重
量
を
計
測
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ス

ケ
ー
ル
（
車
に
車
載
し
た
ま
ま
計
量
可
能
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
当
該
機
器
は
、

北
部
プ
ラ
ザ
に
し
か
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
北
部
プ
ラ
ザ
の
み
で
回
収
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
何
卒
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

資
材
等
が
他
農
協
・
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

の
ほ
う
が
安
い
。
Ｊ
Ａ
粕
屋
を
利
用
す

る
メ
リ
ッ
ト
を
出
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

生
産
資
材
高
騰
の
煽
り
を
受
け
全
体
的

に
販
売
価
格
が
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。

品
物
に
よ
っ
て
は
他
Ｊ
Ａ
よ
り
安
く
提
供
し
て

い
る
商
品
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
粕
屋
で

は
決
算
時
に
生
産
資
材
、
農
機
購
入
者
を
対
象

と
し
た
事
業
分
量
配
当
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
購
買
品
供
給
高
の
２
．５
％
配

当
を
予
定
致
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
是
非
Ｊ

Ａ
の
ご
利
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

土
曜
日
も
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
使
用
で
き
た
ら
助

か
り
ま
す
。
１
円
単
位
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
し

て
頂
け
た
ら
助
か
り
ま
す
。
１
円
単
位
で
帳

面
を
つ
け
て
い
ま
す
の
で
、
紙
幣
し
か
利
用

で
き
な
い
現
在
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は
不
自
由
で
す
。

土
曜
日
、
日
曜
日
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
稼
働
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
６
年
度
を
目
途
に
、

各
行
政
に
１
ヶ
所
程
度
の
稼
働
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
硬
貨
使
用
可
能
な

Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
異
物
混
入

や
硬
貨
の
つ
ま
り
等
機
械
故
障
の
原
因
が
増

え
、
お
客
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ

と
か
ら
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
硬
貨
対
応
は
予
定
致
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
硬
貨
に
よ
る
お
取
引
が
必

要
な
場
合
は
、
窓
口
に
て
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
お
申
し
出
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

以
前
は
通
帳
の
お
支
払
い
金
額
、
お
預

か
り
金
額
の
欄
に
内
容
の
記
入
が
出
来

て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
出
来
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
通
帳
を
決
算
の
内
容
と
し
て
い
る

私
に
と
っ
て
何
故
、
出
来
な
く
な
っ
た
の
か

お
伺
い
し
た
い
。
で
き
れ
ば
、
内
容
の
記
入

が
出
来
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

団
体
名
義
の
通
帳
に
つ
き
ま
し
て
は
、

摘
要
欄
の
記
入
も
多
い
こ
と
か
ら
作
業

に
時
間
を
要
し
他
の
お
客
様
を
お
待
た
せ
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
摘
要
欄
の
記
入

は
個
人
名
義
通
帳
に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
何
卒
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
口
の
融
資
を
Ｊ
Ａ
か
ら
受
け
て
い
ま

す
。
残
高
も
１
億
円
を
切
っ
た
の
で
、

確
定
申
告
の
資
料
な
ど
提
出
を
求
め
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
長
期
金
利
が
少
し
高
く
な
っ
た

と
の
こ
と
で
、
０
．８
％
（
５
年
固
定
）
が
０
．

85
％
に
昨
年
の
12
月
か
ら
変
わ
っ
た
。
低
金
利

は
ア
パ
ー
ト
経
営
上
助
か
っ
て
い
ま
す
。

当
組
合
の
適
正
な
資
産
査
定
へ
の
取
り

組
み
に
ご
協
力
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
貸
出
金
の
利
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、

経
済
情
勢
、
長
期
金
利
の
動
向
を
踏
ま
え
、

毎
月
金
利
設
定
委
員
会
で
協
議
し
決
定
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
貸
出
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
事
業
分
量
配
当
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
組
合
員
の
皆
様
に
満
足
し
て
頂
け
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

振
込
に
つ
い
て
不
満
を
感
じ
ま
す
。
な

ぜ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
か
ら
し
か
で
き

な
い
の
か
。
通
帳
か
ら
で
き
な
い
の
か
。
シ

ス
テ
ム
上
の
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
他
の
金
融

機
関
は
で
き
る
の
に
疑
問
に
思
い
ま
す
。

大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
の
統
一
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
万
全
を
期
す
た
め
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
の
振
込
み
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
み
利

用
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

建
物
更
生
共
済
で
掛
け
捨
て
の
商
品
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

現
在
、
Ｊ
Ａ
共
済
の
商
品
の
中
で
「
建

物
更
生
共
済
」
の
掛
け
捨
て
商
品
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
建
物
更
生
共
済
と
保
障
内
容

が
異
な
る
掛
け
捨
て
の
「
火
災
共
済
」
は
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
支
所
共
済
窓
口
ま
で
お

訊
ね
く
だ
さ
い
。

自
動
車
、
建
物
等
の
共
済
の
件
で
す
が
、

最
近
農
協
か
ら
他
社
へ
切
り
替
え
を
さ

れ
る
方
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
聞
い
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
対
応
が
早
い
、
安
い
、
親
切

で
あ
る
と
の
こ
と
。
担
当
者
は
せ
め
て
担
当

部
署
の
勉
強
を
も
っ
と
す
る
べ
き
で
す
。
組

合
員
、
顧
客
に
頼
ら
れ
る
担
当
者
の
育
成
を

望
み
ま
す
。

　
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
丁
寧
な
対
応

を
心
が
け
、
今
後
も
組
合
員
、
地
域
の

皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
、
人
材
育
成
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
Ｊ
Ａ
の
自

動
車
共
済
は
、
車
種
に
も
よ
り
ま
す
が
、
同

じ
保
障
内
容
で
あ
れ
ば
Ｊ
Ａ
共
済
の
方
が
安

く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
も
事
故
に
あ

わ
れ
た
場
合
、
粕
屋
管
内
を
中
心
に
職
員
に

よ
る
事
故
対
応
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
建
物

更
生
共
済
に
つ
き
ま
し
て
は
、
積
立
方
式
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
満
期
時
に
は
満
期

金
を
お
支
払
い
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
他
、
掛
け
捨
て
の
火
災
共
済
も

準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
契
約
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

年
金
友
の
会
の
す
べ
て
の
活
動
が
３
年

間
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
友
の
会
か
ら

は
、
早
く
旅
行
な
ど
の
活
動
を
始
め
て
ほ
し

い
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
３
年
間
活
動
を
自
粛
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
分
類
も
２
類
か
ら
５
類
へ
引
き
下
げ

ら
れ
た
事
で
、
令
和
５
年
度
は
友
の
会
の
皆

様
が
満
足
し
て
も
ら
え
る
活
動
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

年
金
日
に
、
窓
口
に
受
け
取
り
に
来
た

人
は
商
品
ク
ジ
が
引
く
こ
と
が
で
き
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
た
場
合
は
ク
ジ
が
引
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
せ
っ
か
く
年
金
受
取
を
Ｊ
Ａ

粕
屋
に
し
た
甲
斐
が
無
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
他
の
所
に
比
べ
る
と
サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
だ
け
Ｊ
Ａ
は
良
心
的
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
組
合
員
・
利
用
者
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
企
画
し
、

提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
中
止
し
て
い
た
支
所
運
営
委

員
会
の
効
果
的
な
開
催
を
望
み
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
も
落
ち
着
き
を
見
せ
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
年
度
は
、
支
所
運
営
委
員
会
を
開
催

し
、
組
合
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
事
業
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

各
部
門
の
連
携
が
出
来
て
い
な
い
気
が

し
ま
す
。
各
部
門
が
連
携
し
、
Ｊ
Ａ
が

一
体
と
な
っ
た
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
下

さ
い
。令

和
５
年
度
は
、
部
門
間
連
携
を
強
化

す
る
た
め
、
管
理
職
に
よ
る
総
合
企
画

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
会

議
で
の
検
討
を
通
じ
て
、
組
合
員
に
寄
り

添
っ
た
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
指
し

て
、
部
門
を
超
え
て
連
携
し
、
事
業
の
改
善

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。支

所
の
統
廃
合
は
必
要
不
可
欠
な
の
で

し
ょ
う
か
。
　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
方
へ
、
よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た

め
に
は
、
Ｊ
Ａ
の
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化

が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
店
舗
統
廃
合
も
そ

の
一
環
と
し
て
組
合
員
の
皆
様
の
理
解
を
得

な
が
ら
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

職
員
に
対
す
る
事
業
推
進
目
標
が
高
く

早
期
退
職
者
も
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

毎
年
新
職
員
の
顔
を
み
る
が
相
当
数
が
退
職

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
何
か
対
策
を
講
じ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
　

職
員
の
事
業
推
進
目
標
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
よ
り
推
進
目
標
や
体
制
等
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
、
「
働

き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
検
討
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
職
員
に
と
っ
て
働
き
が
い
の

あ
る
職
場
と
な
る
よ
う
環
境
づ
く
り
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
早
期
退
職
者
に
は
、

退
職
理
由
な
ど
を
調
査
し
、
原
因
と
な
る
事

柄
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
早
期
退
職
者
の
減

少
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

常
勤
役
員
に
つ
い
て
は
、
農
協
の
Ｏ
Ｂ

ば
か
り
で
は
な
く
、
違
っ
た
角
度
か
ら

見
る
為
に
、
Ｏ
Ｂ
以
外
の
選
出
を
望
み
ま
す
。

　
常
勤
役
員
の
選
任
に
あ
た
っ
て
は
、
組

合
の
業
務
を
的
確
、
公
正
に
遂
行
で
き

る
知
識
と
経
験
、
十
分
な
社
会
的
信
用
を
持

つ
者
を
「
学
識
経
験
常
勤
理
事
推
薦
委
員

会
」
で
協
議
、
決
定
し
、
推
挙
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
候
補
者
の
選
定
に
あ
た
っ
て

は
、
粕
屋
農
協
職
員
Ｏ
Ｂ
に
限
ら
ず
、
幅
広

く
適
任
者
を
検
討
の
上
、
選
出
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
課
題
と

し
て
認
識
い
た
し
ま
す
。

最
近
、
Ｊ
Ａ
粕
屋
の
不
祥
事
が
相
次
い

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
不
祥
事
発
生
の

大
き
な
要
因
は
、
古
い
体
質
が
今
で
も
継
承

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
近
年
、
組
合
長
を
先
頭
に

組
織
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

な
か
な
か
実
を
結
ぶ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
よ
う
で
す
。
Ｊ
Ａ
の
執
行
部
は
信
頼
回

復
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
確
立
の
た
め
、

日
々
努
力
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
総
代
会
・
研
修
会
な
ど
で
、
そ
の
意
欲

を
明
確
に
表
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

不
祥
事
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
深
く
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。
今
回
の
自
動
車
整
備
工
場
の
不
祥
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
三
者
委
員
会
を
設
置
し
、

委
員
会
の
提
言
を
受
け
て
、
理
事
会
に
お
い
て

「
再
発
防
止
策
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

不
祥
事
の
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
職
員
賞
罰
委

員
会
、
役
員
責
任
調
査
委
員
会
を
開
催
し
、
適

正
な
処
分
を
実
施
し
ま
し
た
。

現
在
は
Ｊ
Ａ
の
古
い
体
質
を
取
り
去
り
な
が

ら
、
組
織
全
体
で
不
祥
事
再
発
防
止
策
の
取

組
み
を
進
め
て
い
く
と
同
時
に
、
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
対
話
を
続
け
、

信
頼
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

旅
行
に
関
し
て
コ
ロ
ナ
前
は
よ
く
利
用

し
て
い
た
が
、
今
後
の
企
画
に
期
待
し

ま
す
。
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
５
類
へ
引
き
下
げ

ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
日
常
へ
と
戻
り

つ
つ
あ
る
中
で
、
旅
行
の
関
心
も
増
え
て
き

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
組
合

員
・
利
用
者
の
皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
安
全
・
安
心
な
企
画
旅
行
の
提
案
を

心
掛
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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。
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わ
れ
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、
粕
屋
管
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を
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に
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員
に

よ
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事
故
対
応
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
建
物

更
生
共
済
に
つ
き
ま
し
て
は
、
積
立
方
式
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
満
期
時
に
は
満
期

金
を
お
支
払
い
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
他
、
掛
け
捨
て
の
火
災
共
済
も

準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
契
約
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

年
金
友
の
会
の
す
べ
て
の
活
動
が
３
年

間
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
友
の
会
か
ら

は
、
早
く
旅
行
な
ど
の
活
動
を
始
め
て
ほ
し

い
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
３
年
間
活
動
を
自
粛
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
分
類
も
２
類
か
ら
５
類
へ
引
き
下
げ

ら
れ
た
事
で
、
令
和
５
年
度
は
友
の
会
の
皆

様
が
満
足
し
て
も
ら
え
る
活
動
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

年
金
日
に
、
窓
口
に
受
け
取
り
に
来
た

人
は
商
品
ク
ジ
が
引
く
こ
と
が
で
き
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
た
場
合
は
ク
ジ
が
引
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
せ
っ
か
く
年
金
受
取
を
Ｊ
Ａ

粕
屋
に
し
た
甲
斐
が
無
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
他
の
所
に
比
べ
る
と
サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
だ
け
Ｊ
Ａ
は
良
心
的
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
組
合
員
・
利
用
者
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
企
画
し
、

提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
中
止
し
て
い
た
支
所
運
営
委

員
会
の
効
果
的
な
開
催
を
望
み
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
も
落
ち
着
き
を
見
せ
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
年
度
は
、
支
所
運
営
委
員
会
を
開
催

し
、
組
合
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
事
業
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

各
部
門
の
連
携
が
出
来
て
い
な
い
気
が

し
ま
す
。
各
部
門
が
連
携
し
、
Ｊ
Ａ
が

一
体
と
な
っ
た
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
下

さ
い
。令

和
５
年
度
は
、
部
門
間
連
携
を
強
化

す
る
た
め
、
管
理
職
に
よ
る
総
合
企
画

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
会

議
で
の
検
討
を
通
じ
て
、
組
合
員
に
寄
り

添
っ
た
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
指
し

て
、
部
門
を
超
え
て
連
携
し
、
事
業
の
改
善

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。支

所
の
統
廃
合
は
必
要
不
可
欠
な
の
で

し
ょ
う
か
。
　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
方
へ
、
よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た

め
に
は
、
Ｊ
Ａ
の
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化

が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
店
舗
統
廃
合
も
そ

の
一
環
と
し
て
組
合
員
の
皆
様
の
理
解
を
得

な
が
ら
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

職
員
に
対
す
る
事
業
推
進
目
標
が
高
く

早
期
退
職
者
も
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

毎
年
新
職
員
の
顔
を
み
る
が
相
当
数
が
退
職

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
何
か
対
策
を
講
じ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
　

職
員
の
事
業
推
進
目
標
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
よ
り
推
進
目
標
や
体
制
等
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
、
「
働

き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
検
討
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
職
員
に
と
っ
て
働
き
が
い
の

あ
る
職
場
と
な
る
よ
う
環
境
づ
く
り
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
早
期
退
職
者
に
は
、

退
職
理
由
な
ど
を
調
査
し
、
原
因
と
な
る
事

柄
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
早
期
退
職
者
の
減

少
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

常
勤
役
員
に
つ
い
て
は
、
農
協
の
Ｏ
Ｂ

ば
か
り
で
は
な
く
、
違
っ
た
角
度
か
ら

見
る
為
に
、
Ｏ
Ｂ
以
外
の
選
出
を
望
み
ま
す
。

　
常
勤
役
員
の
選
任
に
あ
た
っ
て
は
、
組

合
の
業
務
を
的
確
、
公
正
に
遂
行
で
き

る
知
識
と
経
験
、
十
分
な
社
会
的
信
用
を
持

つ
者
を
「
学
識
経
験
常
勤
理
事
推
薦
委
員

会
」
で
協
議
、
決
定
し
、
推
挙
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
候
補
者
の
選
定
に
あ
た
っ
て

は
、
粕
屋
農
協
職
員
Ｏ
Ｂ
に
限
ら
ず
、
幅
広

く
適
任
者
を
検
討
の
上
、
選
出
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
課
題
と

し
て
認
識
い
た
し
ま
す
。

最
近
、
Ｊ
Ａ
粕
屋
の
不
祥
事
が
相
次
い

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
不
祥
事
発
生
の

大
き
な
要
因
は
、
古
い
体
質
が
今
で
も
継
承

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
近
年
、
組
合
長
を
先
頭
に

組
織
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

な
か
な
か
実
を
結
ぶ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
よ
う
で
す
。
Ｊ
Ａ
の
執
行
部
は
信
頼
回

復
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
確
立
の
た
め
、

日
々
努
力
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
総
代
会
・
研
修
会
な
ど
で
、
そ
の
意
欲

を
明
確
に
表
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

不
祥
事
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
深
く
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。
今
回
の
自
動
車
整
備
工
場
の
不
祥
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
三
者
委
員
会
を
設
置
し
、

委
員
会
の
提
言
を
受
け
て
、
理
事
会
に
お
い
て

「
再
発
防
止
策
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

不
祥
事
の
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
職
員
賞
罰
委

員
会
、
役
員
責
任
調
査
委
員
会
を
開
催
し
、
適

正
な
処
分
を
実
施
し
ま
し
た
。

現
在
は
Ｊ
Ａ
の
古
い
体
質
を
取
り
去
り
な
が

ら
、
組
織
全
体
で
不
祥
事
再
発
防
止
策
の
取

組
み
を
進
め
て
い
く
と
同
時
に
、
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
対
話
を
続
け
、

信
頼
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

旅
行
に
関
し
て
コ
ロ
ナ
前
は
よ
く
利
用

し
て
い
た
が
、
今
後
の
企
画
に
期
待
し

ま
す
。
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
５
類
へ
引
き
下
げ

ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
日
常
へ
と
戻
り

つ
つ
あ
る
中
で
、
旅
行
の
関
心
も
増
え
て
き

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
組
合

員
・
利
用
者
の
皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
安
全
・
安
心
な
企
画
旅
行
の
提
案
を

心
掛
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

企
画
・
総
務
・
そ
の
他

ＱＡ

Ｑ

Ｑ Ａ

Ｑ

ＡＱ

Ｑ

Ａ

Ａ

ＡＱＡ

ＱＡ

Ｑ

Ａ

6
月
の
運
勢

【
全
体
運
】 

多
少
の
無
理
な
ら
聞
い
て
も
ら
え
そ
う
。あ
な
た
が
で
き
る
こ
と
は
率
先
し
て
行
う
よ
う
に
す
る
と
い
い
関
係
を
築
け
ま
す

　【健
康
運
】 

香
り
の
良
い
お
茶
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を

　【幸
運
の
食
べ
物
】 

ジ
ュ
ン
サ
イ

6
月
の
運
勢

牡羊座
3/21
4/19
【
全
体
運
】 

良
好
運
。パ
ワ
フ
ル
な
の
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぐ
目
標
を
定
め
る
と
よ
り
開
運
。笑
顔
を
心
が
け
自
分
か
ら
話
し
か
け
て
いっ
て
　【健
康
運
】 

歯
科
検
診
な
ど
お
口
の
健
康
チェッ
ク
を
最
優
先

　【幸
運
の
食
べ
物
】 サ
ヤ
エン
ド
ウ

牡牛座
4/20
5/20

8
月
の
運
勢

【
全
体
運
】 

う
ま
く
い
き
そ
う
で一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
と
き
。上
昇
運
な
の
で
焦
ら
ず
じ
っ
く
り
進
め
ま
し
ょ
う
。好
結
果
が
待
っ
て
い
ま
す

　【健
康
運
】 

楽
し
く
体
を
動
か
し
て
健
康
を
キ
ー
プ
　【幸
運
の
食
べ
物
】 

モ
ロヘ
イ
ヤ

8
月
の
運
勢

牡羊座
3/21
4/19
【
全
体
運
】 

人
気
運
に
恵
ま
れ
勢
い
が
あ
り
ま
す
。周
囲
の
協
力
を
得
や
す
い
の
で
丁
寧
な
説
明
を
心
が
け
て
。じ
っ
く
り
交
渉
す
れ
ば
大
成
功

　【健
康
運
】 

食
物
繊
維
た
っ
ぷ
り
の
食
事
で
腸
内
環
境
を
整
え
て
　【幸
運
の
食
べ
物
】 

梨

牡牛座
4/20
5/20

総代アンケート集計結果
　組合員や地域へのＪＡサービスの向上をはかることを目的に、総代を対象にアンケート調査を4月に実施しました。
　アンケートの集計結果を抜粋してご報告します。（回収292名、回答率55.1％）今後は、この結果をもとに、将来のＪＡ
事業運営の向上に努めていきたいと思います。アンケートのご協力ありがとうございました。

はい　50.5％
いいえ
10.6％

無回答
7.5％

どちらでもない
31.4％

反映されている
9.6％

反映されていない
15.1％

無回答
11.6％

どちらでもない
63.7％

あなたは組合員としてのメリットを受けていると感じますか。

職員による定期的な訪問について 訪問時の職員の対応について
組合員への訪問活動について、お尋ねします。

皆様の意見・要望は事業運営に反映されていますか。
ＪＡの事業（サービス）について、お尋ねします。

定期的に行われている
15.9％

時々行われている
55.7％

無回答　5.2％

まったく
行われていない

23.2％

満足している
46.0％

どちらでもない
37.9％

無回答　13.0％

不満である
3.1％

現在のＪＡに対する信頼について 将来のＪＡ粕屋への期待について
現在のＪＡに対する信頼と将来のＪＡに対する期待について、お尋ねします。

信頼している
47.2％

どちらでもない
44.8％

無回答　2.4％
信頼していない

5.6％
大いに期待している
22.0％

期待している
64.1％

無回答　3.1％
期待していない

10.8％

利用しやすい
54.0％利用しにくい

6.5％

無回答
3.8％

どちらでもない
35.7％

ＪＡの施設・設備（支所・プラザ・直売所等）について
本所・支所・プラザ・直売所等について、お尋ねします。

満足している
44.6％

不満に思う
3.5％

無回答
5.2％

どちらでもない
46.7％

支所機能（各種相談業務等）について

不満に思う
2.1％

無回答
2.3％

どちらでもない
29.0％

職員の対応（あいさつ等）について

貯金　9.9％

融資　19.2％

共済　5.2％
販売　9.6％

購買（生産・生活関係）
9.8％

営農指導　0.5％
生活指導　7.1％

ＣＥ等生産施設　2.0％
旅行　5.2％

集出荷施設　17.9％

農機センター　3.9％

その他　3.0％
車輌整備工場　0.7％

無回答　6.0％

ＪＡ粕屋の事業のうち、あなたが満足できる分野はどの分野ですか。
該当する項目を3つ以内で選んでください。

ＪＡの事業（サービス）について、お尋ねします。

貯金　7.9％

融資　3.3％

共済　9.3％

販売　9.1％
購買（生産・生活関係）
10.0％
営農指導　11.2％

生活指導　2.1％ＣＥ等生産施設　0.9％
旅行　5.1％

集出荷施設　1.9％
農機センター　4.7％

その他　3.3％
車輌整備工場　9.3％

無回答　21.9％

ＪＡ粕屋の事業のうち、あなたが不満とする分野はどの分野ですか。
該当する項目を3つ以内で選んでください。

満足している
66.6％
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じ
保
障
内
容
で
あ
れ
ば
Ｊ
Ａ
共
済
の
方
が
安

く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
も
事
故
に
あ

わ
れ
た
場
合
、
粕
屋
管
内
を
中
心
に
職
員
に

よ
る
事
故
対
応
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
建
物

更
生
共
済
に
つ
き
ま
し
て
は
、
積
立
方
式
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
満
期
時
に
は
満
期

金
を
お
支
払
い
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
他
、
掛
け
捨
て
の
火
災
共
済
も

準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
契
約
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

年
金
友
の
会
の
す
べ
て
の
活
動
が
３
年

間
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
友
の
会
か
ら

は
、
早
く
旅
行
な
ど
の
活
動
を
始
め
て
ほ
し

い
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
３
年
間
活
動
を
自
粛
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
分
類
も
２
類
か
ら
５
類
へ
引
き
下
げ

ら
れ
た
事
で
、
令
和
５
年
度
は
友
の
会
の
皆

様
が
満
足
し
て
も
ら
え
る
活
動
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

年
金
日
に
、
窓
口
に
受
け
取
り
に
来
た

人
は
商
品
ク
ジ
が
引
く
こ
と
が
で
き
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
た
場
合
は
ク
ジ
が
引
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
せ
っ
か
く
年
金
受
取
を
Ｊ
Ａ

粕
屋
に
し
た
甲
斐
が
無
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
他
の
所
に
比
べ
る
と
サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
だ
け
Ｊ
Ａ
は
良
心
的
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
組
合
員
・
利
用
者
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
企
画
し
、

提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
中
止
し
て
い
た
支
所
運
営
委

員
会
の
効
果
的
な
開
催
を
望
み
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
も
落
ち
着
き
を
見
せ
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
年
度
は
、
支
所
運
営
委
員
会
を
開
催

し
、
組
合
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
事
業
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

各
部
門
の
連
携
が
出
来
て
い
な
い
気
が

し
ま
す
。
各
部
門
が
連
携
し
、
Ｊ
Ａ
が

一
体
と
な
っ
た
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
下

さ
い
。令

和
５
年
度
は
、
部
門
間
連
携
を
強
化

す
る
た
め
、
管
理
職
に
よ
る
総
合
企
画

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
会

議
で
の
検
討
を
通
じ
て
、
組
合
員
に
寄
り

添
っ
た
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
指
し

て
、
部
門
を
超
え
て
連
携
し
、
事
業
の
改
善

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。支

所
の
統
廃
合
は
必
要
不
可
欠
な
の
で

し
ょ
う
か
。
　

組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
方
へ
、
よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た

め
に
は
、
Ｊ
Ａ
の
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化

が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
店
舗
統
廃
合
も
そ

の
一
環
と
し
て
組
合
員
の
皆
様
の
理
解
を
得

な
が
ら
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

職
員
に
対
す
る
事
業
推
進
目
標
が
高
く

早
期
退
職
者
も
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

毎
年
新
職
員
の
顔
を
み
る
が
相
当
数
が
退
職

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
何
か
対
策
を
講
じ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
　

職
員
の
事
業
推
進
目
標
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
よ
り
推
進
目
標
や
体
制
等
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
、
「
働

き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
検
討
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
職
員
に
と
っ
て
働
き
が
い
の

あ
る
職
場
と
な
る
よ
う
環
境
づ
く
り
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
早
期
退
職
者
に
は
、

退
職
理
由
な
ど
を
調
査
し
、
原
因
と
な
る
事

柄
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
早
期
退
職
者
の
減

少
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

常
勤
役
員
に
つ
い
て
は
、
農
協
の
Ｏ
Ｂ

ば
か
り
で
は
な
く
、
違
っ
た
角
度
か
ら

見
る
為
に
、
Ｏ
Ｂ
以
外
の
選
出
を
望
み
ま
す
。

　
常
勤
役
員
の
選
任
に
あ
た
っ
て
は
、
組

合
の
業
務
を
的
確
、
公
正
に
遂
行
で
き

る
知
識
と
経
験
、
十
分
な
社
会
的
信
用
を
持

つ
者
を
「
学
識
経
験
常
勤
理
事
推
薦
委
員

会
」
で
協
議
、
決
定
し
、
推
挙
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
候
補
者
の
選
定
に
あ
た
っ
て

は
、
粕
屋
農
協
職
員
Ｏ
Ｂ
に
限
ら
ず
、
幅
広

く
適
任
者
を
検
討
の
上
、
選
出
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
課
題
と

し
て
認
識
い
た
し
ま
す
。

最
近
、
Ｊ
Ａ
粕
屋
の
不
祥
事
が
相
次
い

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
不
祥
事
発
生
の

大
き
な
要
因
は
、
古
い
体
質
が
今
で
も
継
承

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
近
年
、
組
合
長
を
先
頭
に

組
織
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

な
か
な
か
実
を
結
ぶ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
よ
う
で
す
。
Ｊ
Ａ
の
執
行
部
は
信
頼
回

復
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
確
立
の
た
め
、

日
々
努
力
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
総
代
会
・
研
修
会
な
ど
で
、
そ
の
意
欲

を
明
確
に
表
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

不
祥
事
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
深
く
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。
今
回
の
自
動
車
整
備
工
場
の
不
祥
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
三
者
委
員
会
を
設
置
し
、

委
員
会
の
提
言
を
受
け
て
、
理
事
会
に
お
い
て

「
再
発
防
止
策
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

不
祥
事
の
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
職
員
賞
罰
委

員
会
、
役
員
責
任
調
査
委
員
会
を
開
催
し
、
適

正
な
処
分
を
実
施
し
ま
し
た
。

現
在
は
Ｊ
Ａ
の
古
い
体
質
を
取
り
去
り
な
が

ら
、
組
織
全
体
で
不
祥
事
再
発
防
止
策
の
取

組
み
を
進
め
て
い
く
と
同
時
に
、
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
対
話
を
続
け
、

信
頼
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

旅
行
に
関
し
て
コ
ロ
ナ
前
は
よ
く
利
用

し
て
い
た
が
、
今
後
の
企
画
に
期
待
し

ま
す
。
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
５
類
へ
引
き
下
げ

ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
日
常
へ
と
戻
り

つ
つ
あ
る
中
で
、
旅
行
の
関
心
も
増
え
て
き

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
組
合

員
・
利
用
者
の
皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
安
全
・
安
心
な
企
画
旅
行
の
提
案
を

心
掛
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

企
画
・
総
務
・
そ
の
他

ＱＡ

Ｑ

Ｑ Ａ

Ｑ

ＡＱ

Ｑ

Ａ

Ａ

ＡＱＡ

ＱＡ

Ｑ

Ａ

6
月
の
運
勢

【
全
体
運
】 

多
少
の
無
理
な
ら
聞
い
て
も
ら
え
そ
う
。あ
な
た
が
で
き
る
こ
と
は
率
先
し
て
行
う
よ
う
に
す
る
と
い
い
関
係
を
築
け
ま
す

　【健
康
運
】 
香
り
の
良
い
お
茶
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を

　【幸
運
の
食
べ
物
】 

ジ
ュ
ン
サ
イ

6
月
の
運
勢

牡羊座
3/21
4/19
【
全
体
運
】 

良
好
運
。パ
ワ
フ
ル
な
の
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぐ
目
標
を
定
め
る
と
よ
り
開
運
。笑
顔
を
心
が
け
自
分
か
ら
話
し
か
け
て
いっ
て
　【健
康
運
】 

歯
科
検
診
な
ど
お
口
の
健
康
チェッ
ク
を
最
優
先

　【幸
運
の
食
べ
物
】 サ
ヤ
エン
ド
ウ

牡牛座
4/20
5/20

8
月
の
運
勢

【
全
体
運
】 

う
ま
く
い
き
そ
う
で一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
と
き
。上
昇
運
な
の
で
焦
ら
ず
じ
っ
く
り
進
め
ま
し
ょ
う
。好
結
果
が
待
っ
て
い
ま
す

　【健
康
運
】 

楽
し
く
体
を
動
か
し
て
健
康
を
キ
ー
プ
　【幸
運
の
食
べ
物
】 

モ
ロヘ
イ
ヤ

8
月
の
運
勢

牡羊座
3/21
4/19
【
全
体
運
】 

人
気
運
に
恵
ま
れ
勢
い
が
あ
り
ま
す
。周
囲
の
協
力
を
得
や
す
い
の
で
丁
寧
な
説
明
を
心
が
け
て
。じ
っ
く
り
交
渉
す
れ
ば
大
成
功

　【健
康
運
】 

食
物
繊
維
た
っ
ぷ
り
の
食
事
で
腸
内
環
境
を
整
え
て
　【幸
運
の
食
べ
物
】 

梨

牡牛座
4/20
5/20

総代アンケート集計結果
　組合員や地域へのＪＡサービスの向上をはかることを目的に、総代を対象にアンケート調査を4月に実施しました。
　アンケートの集計結果を抜粋してご報告します。（回収292名、回答率55.1％）今後は、この結果をもとに、将来のＪＡ
事業運営の向上に努めていきたいと思います。アンケートのご協力ありがとうございました。

はい　50.5％
いいえ
10.6％

無回答
7.5％

どちらでもない
31.4％

反映されている
9.6％

反映されていない
15.1％

無回答
11.6％

どちらでもない
63.7％

あなたは組合員としてのメリットを受けていると感じますか。

職員による定期的な訪問について 訪問時の職員の対応について
組合員への訪問活動について、お尋ねします。

皆様の意見・要望は事業運営に反映されていますか。
ＪＡの事業（サービス）について、お尋ねします。

定期的に行われている
15.9％

時々行われている
55.7％

無回答　5.2％

まったく
行われていない

23.2％

満足している
46.0％

どちらでもない
37.9％

無回答　13.0％

不満である
3.1％

現在のＪＡに対する信頼について 将来のＪＡ粕屋への期待について
現在のＪＡに対する信頼と将来のＪＡに対する期待について、お尋ねします。

信頼している
47.2％

どちらでもない
44.8％

無回答　2.4％
信頼していない

5.6％
大いに期待している
22.0％

期待している
64.1％

無回答　3.1％
期待していない

10.8％

利用しやすい
54.0％利用しにくい

6.5％

無回答
3.8％

どちらでもない
35.7％

ＪＡの施設・設備（支所・プラザ・直売所等）について
本所・支所・プラザ・直売所等について、お尋ねします。

満足している
44.6％

不満に思う
3.5％

無回答
5.2％

どちらでもない
46.7％

支所機能（各種相談業務等）について

不満に思う
2.1％

無回答
2.3％

どちらでもない
29.0％

職員の対応（あいさつ等）について

貯金　9.9％

融資　19.2％

共済　5.2％
販売　9.6％

購買（生産・生活関係）
9.8％

営農指導　0.5％
生活指導　7.1％

ＣＥ等生産施設　2.0％
旅行　5.2％

集出荷施設　17.9％

農機センター　3.9％

その他　3.0％
車輌整備工場　0.7％

無回答　6.0％

ＪＡ粕屋の事業のうち、あなたが満足できる分野はどの分野ですか。
該当する項目を3つ以内で選んでください。

ＪＡの事業（サービス）について、お尋ねします。

貯金　7.9％

融資　3.3％

共済　9.3％

販売　9.1％
購買（生産・生活関係）
10.0％
営農指導　11.2％

生活指導　2.1％ＣＥ等生産施設　0.9％
旅行　5.1％

集出荷施設　1.9％
農機センター　4.7％

その他　3.3％
車輌整備工場　9.3％

無回答　21.9％

ＪＡ粕屋の事業のうち、あなたが不満とする分野はどの分野ですか。
該当する項目を3つ以内で選んでください。

満足している
66.6％
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5
25

5
18

5
18振袖レンタル展示会 令和5年

9:00～17:00（最終受付15:00）

JA粕屋本所  2階特設会場

7/ 29㈯ 30㈰

お支払いは成人式の後でOK！

前撮り写真3ポーズ付

当日着付ヘアメイク付

卒業袴レンタル20%OFF

足袋・肌着プレゼント

※110,000円以上ご契約の方のみ

2回目以降は15年間何回でも
無料レンタル（12/10～1/15は除く）
※クリーニング代1万円（税別）、送料をご負担
　いただきます。

1

2

3

4
5

お母さんの振袖を着たいけど小物は新たに揃えたい方に『ママ振プラン』
あります！振袖のご購入・紋付袴の取り扱いもございます。

JA粕屋：提携 ㈱アンヘル
福岡市中央区高砂2-11-5-2F　☎092-526-3322
直接店舗にご来店OK！SNSもご覧ください♪

レンタルフルセット

￥110,000～(税込)

ご予約不要

同日開催！

ランドセル
展示会
ランドセル
展示会

【お問い合わせ】
ＪＡ粕屋経済課
☎092-938-2523

JA 粕屋　お問い合わせ

左記コードもしくは上記検索でお問い合わせフォームへ。
お問い合わせ内容には「振袖もしくはランドセル問合せ」
と必ずご記入ください。

原則として事前予約制とさせていただきます。

5
25

JA TOPICS ～JAと地域の話題～

　Ｊ
Ａ
粕
屋
青
年
部
は
、
本
所
で
部
員
24
人
が
出

席
し
、
第
41
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　令
和
４
年
度
の
活
動
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告

や
令
和
５
年
度
の
活
動
計
画
及
び
収
支
予
算
案
な

ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
活
動
計
画

を
「
Ｊ
Ａ
青
年
部
は
、
日
本
の
農
業
・
食
料
・
国

土
を
守
る
担
い
手
と
し
て
、
食
と
農
の
大
切
さ
を

広
く
国
民
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
使
命
で

あ
る
」
と
し
た
う
え
で
「
農
業
を
基
軸
と
し
た
地

域
社
会
の
復
興
、
消
費
者
へ
向
け
て
の
『
国
消
国

産
』
の
理
解
醸
成
、
さ
ら
に
は
青
年
部
組
織
の
活

性
化
・
持
続
化
な
ど
、
盟
友
と
し
て
取
り
組
む
べ

き
課
題
は
増
え
続
け
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
行
動

制
限
等
に
よ
り
実
施
で
き
な
か
っ
た
地
域
を
超
え

た
盟
友
の
交
流
に
取
り
組
む
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
と
の
意

見
交
換
を
通
じ
若
手
農
業
者
の
声
を
届
け
る
な

ど
、
山
積
す
る
農
政
課
題
に
も
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
」
と
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は

１
．組
織
活
動
の
活
性
化
２
．消
費
者
対
策
の
強

化
３
．学
習
活
動
の
徹
底
を
活
動
方
針
に
定
め
ま

し
た
。
部
長
に
は
秋
山
浩
一
さ
ん
（
古
賀
支
部
）

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。 第

41
回

  

Ｊ
Ａ
粕
屋
青
年
部

　
　
　
　  

通
常
総
会

　Ｊ
Ａ
粕
屋
は
５
月
中
旬
、
小
麦
「
チ

ク
ゴ
イ
ズ
ミ
」
の
検
見
会
を
開
催
し
、

管
内
の
麦
生
産
農
家
や
Ｊ
Ａ
職
員
、
北

筑
前
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
職
員
ら
21
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
北
筑
前
普
及
セ
ン

タ
ー
が
生
育
概
況
、
積
算
温
度
か
ら
の

収
穫
期
予
想
、
収
穫
適
期
に
つ
い
て
、

収
穫
時
の
注
意
点
を
確
認
し
、
収
穫
時

期
を
説
明
。

　管
内
５
ヶ
所
の
圃
場
を
巡
回
、
成
熟

状
況
や
赤
か
び
病
の
発
生
状
況
を
確
認

し
た
後
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

荷
受
日
を
25
日
か
ら
と
決
定
し
ま
し

た
。　Ｊ

Ａ
担
当
者
は
「
令
和
５
年
産
は
粒

も
大
き
く
品
質
は
良
好
で
、
豊
作
が
見

込
ま
れ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

小
麦
豊
作
見
込
む

Ｊ
Ａ
粕
屋
検
見
会

　Ｊ
Ａ
粕
屋
管
内
で
５
月
下
旬

か
ら
一
斉
に
小
麦
「
チ
ク
ゴ
イ

ズ
ミ
」
の
収
穫
が
始
ま
り
、
生

産
者
は
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
へ
の
搬
入
作
業
に
追
わ
れ

ま
し
た
。
令
和
５
年
産
は
早
い

梅
雨
入
り
と
な
っ
た
が
、
晴
れ

間
に
適
期
刈
り
取
り
を
徹
底
し

品
質
を
維
持
。
Ｊ
Ａ
担
当
職
員

は
「
大
き
な
天
候
不
順
が
な

か
っ
た
こ
と
や
生
産
者
の
栽
培

管
理
の
徹
底
で
粒
も
大
き
く
豊

作
が
期
待
で
き
る
」
と
話
し
ま

し
た
。

小
麦
豊
作

　
見
込
み

総会であいさつをする秋山部長

　Ｊ
Ａ
粕
屋
は
、
令
和
５
年
度
も
自
己
改

革
の
重
点
的
取
り
組
み
と
し
て
、
組
合
員

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め

「
組
合
員
と
の
対
話
活
動
方
針
」
を
制
定

し
ま
し
た
。
対
話
活
動
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
「
現
在
の
農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取

り
ま
く
環
境
を
理
解
し
、
役
職
員
自
ら
積

極
的
に
組
合
員
へ
声
掛
け
を
行
う
！
」

「
組
合
員
と
の
対
話
の
中
で
要
望
さ
れ
た

事
に
つ
い
て
は
、
十
分
検
討
し
対
応
し
よ

う
！
」
な
ど
、
組
合
員
対
話
活
動
を
重
要

視
し
て
い
ま
す
。
安
河
内
豊
組
合
長
は
、

麦
収
穫
に
併
せ
て
、
組
合
員
の
圃
場
を
訪

問
。
「
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
労
を
ね
ぎ

ら
う
と
と
も
に
、
今
年
の
収
穫
の
状
況
や

Ｊ
Ａ
へ
の
要
望
な
ど
の
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

組
合
員
と

　
　 

対
話
強
化

圃場での検見会の様子

カントリー搬入を行う生産者

麦生産者とコミュニケーションを図る安河内組合長

総代会にて説明を行う安河内係長

5
25　粕

屋
農
協
農
機
部
会
は
、
本

所
で
令
和
４
年
度
の
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
の

部
会
活
動
報
告
及
び
収
支
報
告

や
令
和
５
年
度
の
部
会
活
動
計

画
及
び
収
支
計
画
が
承
認
さ

れ
、
新
部
会
長
に
矢
山
良
寛
さ

ん
（
久
山
町
久
原
）
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
①
農
業
機
械

は
正
し
く
安
全
に
運
転
し
ま

し
ょ
う
。
②
農
業
機
械
は
効
率

利
用
の
た
め
に
事
前
点
検
整
備

を
励
行
し
よ
う
。
③
部
会
の
連

携
を
密
に
し
農
業
機
械
の
購
入

は
農
協
へ
結
集
し
よ
う
。
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

粕
屋
農
協

農
機
部
会

　
が
総
会

双子座
5/21
6/21

蟹　座
6/22
7/22

8
月
の
運
勢

【
全
体
運
】 

運
に
恵
ま
れ
順
調
で
す
。気
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
片
付
け
れ
ば
気
分
も
す
っ
き
り
。友
人
と
の
交
流
や
旅
行
も
楽
し
め
ま
す

　【健
康
運
】 

仲
間
と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
ス
ト
レ
ス
発
散

　【幸
運
の
食
べ
物
】 

ミ
ョ
ウ
ガ

8
月
の
運
勢

【
全
体
運
】 

手
厳
し
い
指
摘
を
受
け
る
な
ど
シ
ョッ
キ
ン
グ
な
こ
と
が
あ
る
か
も
。た
だ
し
反
省
し
て
見
直
せ
ば
大
き
な
方
向
転
換
に
。転
機
で
す

　【健
康
運
】 

無
理
は
禁
物
。テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
　【幸
運
の
食
べ
物
】 

ナ
ス

ほ
じ
ょ
う
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5
25

5
18

5
18振袖レンタル展示会 令和5年

9:00～17:00（最終受付15:00）

JA粕屋本所  2階特設会場

7/ 29㈯ 30㈰

お支払いは成人式の後でOK！

前撮り写真3ポーズ付

当日着付ヘアメイク付

卒業袴レンタル20%OFF

足袋・肌着プレゼント

※110,000円以上ご契約の方のみ

2回目以降は15年間何回でも
無料レンタル（12/10～1/15は除く）
※クリーニング代1万円（税別）、送料をご負担
　いただきます。

1

2

3

4
5

お母さんの振袖を着たいけど小物は新たに揃えたい方に『ママ振プラン』
あります！振袖のご購入・紋付袴の取り扱いもございます。

JA粕屋：提携 ㈱アンヘル
福岡市中央区高砂2-11-5-2F　☎092-526-3322
直接店舗にご来店OK！SNSもご覧ください♪

レンタルフルセット

￥110,000～(税込)

ご予約不要

同日開催！

ランドセル
展示会
ランドセル
展示会

【お問い合わせ】
ＪＡ粕屋経済課
☎092-938-2523

JA 粕屋　お問い合わせ

左記コードもしくは上記検索でお問い合わせフォームへ。
お問い合わせ内容には「振袖もしくはランドセル問合せ」
と必ずご記入ください。

原則として事前予約制とさせていただきます。

5
25

JA TOPICS ～JAと地域の話題～

　Ｊ
Ａ
粕
屋
青
年
部
は
、
本
所
で
部
員
24
人
が
出

席
し
、
第
41
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　令
和
４
年
度
の
活
動
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告

や
令
和
５
年
度
の
活
動
計
画
及
び
収
支
予
算
案
な

ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
活
動
計
画

を
「
Ｊ
Ａ
青
年
部
は
、
日
本
の
農
業
・
食
料
・
国

土
を
守
る
担
い
手
と
し
て
、
食
と
農
の
大
切
さ
を

広
く
国
民
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
使
命
で

あ
る
」
と
し
た
う
え
で
「
農
業
を
基
軸
と
し
た
地

域
社
会
の
復
興
、
消
費
者
へ
向
け
て
の
『
国
消
国

産
』
の
理
解
醸
成
、
さ
ら
に
は
青
年
部
組
織
の
活

性
化
・
持
続
化
な
ど
、
盟
友
と
し
て
取
り
組
む
べ

き
課
題
は
増
え
続
け
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
行
動

制
限
等
に
よ
り
実
施
で
き
な
か
っ
た
地
域
を
超
え

た
盟
友
の
交
流
に
取
り
組
む
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
と
の
意

見
交
換
を
通
じ
若
手
農
業
者
の
声
を
届
け
る
な

ど
、
山
積
す
る
農
政
課
題
に
も
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
」
と
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は

１
．組
織
活
動
の
活
性
化
２
．消
費
者
対
策
の
強

化
３
．学
習
活
動
の
徹
底
を
活
動
方
針
に
定
め
ま

し
た
。
部
長
に
は
秋
山
浩
一
さ
ん
（
古
賀
支
部
）

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。 第

41
回

  

Ｊ
Ａ
粕
屋
青
年
部

　
　
　
　  

通
常
総
会

　Ｊ
Ａ
粕
屋
は
５
月
中
旬
、
小
麦
「
チ

ク
ゴ
イ
ズ
ミ
」
の
検
見
会
を
開
催
し
、

管
内
の
麦
生
産
農
家
や
Ｊ
Ａ
職
員
、
北

筑
前
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
職
員
ら
21
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
北
筑
前
普
及
セ
ン

タ
ー
が
生
育
概
況
、
積
算
温
度
か
ら
の

収
穫
期
予
想
、
収
穫
適
期
に
つ
い
て
、

収
穫
時
の
注
意
点
を
確
認
し
、
収
穫
時

期
を
説
明
。

　管
内
５
ヶ
所
の
圃
場
を
巡
回
、
成
熟

状
況
や
赤
か
び
病
の
発
生
状
況
を
確
認

し
た
後
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

荷
受
日
を
25
日
か
ら
と
決
定
し
ま
し

た
。　Ｊ

Ａ
担
当
者
は
「
令
和
５
年
産
は
粒

も
大
き
く
品
質
は
良
好
で
、
豊
作
が
見

込
ま
れ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

小
麦
豊
作
見
込
む

Ｊ
Ａ
粕
屋
検
見
会

　Ｊ
Ａ
粕
屋
管
内
で
５
月
下
旬

か
ら
一
斉
に
小
麦
「
チ
ク
ゴ
イ

ズ
ミ
」
の
収
穫
が
始
ま
り
、
生

産
者
は
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
へ
の
搬
入
作
業
に
追
わ
れ

ま
し
た
。
令
和
５
年
産
は
早
い

梅
雨
入
り
と
な
っ
た
が
、
晴
れ

間
に
適
期
刈
り
取
り
を
徹
底
し

品
質
を
維
持
。
Ｊ
Ａ
担
当
職
員

は
「
大
き
な
天
候
不
順
が
な

か
っ
た
こ
と
や
生
産
者
の
栽
培

管
理
の
徹
底
で
粒
も
大
き
く
豊

作
が
期
待
で
き
る
」
と
話
し
ま

し
た
。

小
麦
豊
作

　
見
込
み

総会であいさつをする秋山部長

　Ｊ
Ａ
粕
屋
は
、
令
和
５
年
度
も
自
己
改

革
の
重
点
的
取
り
組
み
と
し
て
、
組
合
員

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め

「
組
合
員
と
の
対
話
活
動
方
針
」
を
制
定

し
ま
し
た
。
対
話
活
動
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
「
現
在
の
農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取

り
ま
く
環
境
を
理
解
し
、
役
職
員
自
ら
積

極
的
に
組
合
員
へ
声
掛
け
を
行
う
！
」

「
組
合
員
と
の
対
話
の
中
で
要
望
さ
れ
た

事
に
つ
い
て
は
、
十
分
検
討
し
対
応
し
よ

う
！
」
な
ど
、
組
合
員
対
話
活
動
を
重
要

視
し
て
い
ま
す
。
安
河
内
豊
組
合
長
は
、

麦
収
穫
に
併
せ
て
、
組
合
員
の
圃
場
を
訪

問
。
「
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
労
を
ね
ぎ

ら
う
と
と
も
に
、
今
年
の
収
穫
の
状
況
や

Ｊ
Ａ
へ
の
要
望
な
ど
の
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

組
合
員
と

　
　 

対
話
強
化

圃場での検見会の様子

カントリー搬入を行う生産者

麦生産者とコミュニケーションを図る安河内組合長

総代会にて説明を行う安河内係長

5
25　粕

屋
農
協
農
機
部
会
は
、
本

所
で
令
和
４
年
度
の
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
の

部
会
活
動
報
告
及
び
収
支
報
告

や
令
和
５
年
度
の
部
会
活
動
計

画
及
び
収
支
計
画
が
承
認
さ

れ
、
新
部
会
長
に
矢
山
良
寛
さ

ん
（
久
山
町
久
原
）
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
①
農
業
機
械

は
正
し
く
安
全
に
運
転
し
ま

し
ょ
う
。
②
農
業
機
械
は
効
率

利
用
の
た
め
に
事
前
点
検
整
備

を
励
行
し
よ
う
。
③
部
会
の
連

携
を
密
に
し
農
業
機
械
の
購
入

は
農
協
へ
結
集
し
よ
う
。
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

粕
屋
農
協

農
機
部
会

　
が
総
会

双子座
5/21
6/21

蟹　座
6/22
7/22

8
月
の
運
勢

【
全
体
運
】 

運
に
恵
ま
れ
順
調
で
す
。気
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
片
付
け
れ
ば
気
分
も
す
っ
き
り
。友
人
と
の
交
流
や
旅
行
も
楽
し
め
ま
す

　【健
康
運
】 

仲
間
と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
ス
ト
レ
ス
発
散

　【幸
運
の
食
べ
物
】 

ミ
ョ
ウ
ガ

8
月
の
運
勢

【
全
体
運
】 

手
厳
し
い
指
摘
を
受
け
る
な
ど
シ
ョッ
キ
ン
グ
な
こ
と
が
あ
る
か
も
。た
だ
し
反
省
し
て
見
直
せ
ば
大
き
な
方
向
転
換
に
。転
機
で
す

　【健
康
運
】 

無
理
は
禁
物
。テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
　【幸
運
の
食
べ
物
】 

ナ
ス

ほ
じ
ょ
う
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（6月末現在）

わたしたちの
貯　　　　金　　
貸 　 出 　 金　　　　　
共 済 保 有 高　　　
購買品供給高　
販売品販売高　　
出 　 資 　 金　　　
組 合 員 数　正　　
　　　　　　　准　　　　
　　　　　　　計　　　　
職 　 員 　 数　　　　　　　　　
　　　　　　　　（うち正職員　　  208人）

2,362.9億円
678.8億円

5,215.6億円
3.2億円
2.5億円

37.1億円
4,641人

16,323人
20,964人

257人

理 事 会 か ら

◎付議事項
第4回　理 事 会 令和5年6月26日

第1号議案　令和4年度  期末定期監査「主な改善事項」
　　　　　　に対する処理てん末について
第2号議案　業務報告書（行政庁提出）について
第3号議案　機構改革の実施について
第4号議案　職制規程の一部改正について
第5号議案　専門委員会規程の一部改正について

◎付議事項
第5回　理 事 会 令和5年6月29日

第1号議案　組合長の選任について
第2号議案　専務理事の選任について
第3号議案　金融共済担当常務理事の選任について
第4号議案　営農経済担当常務理事の選任について
第5号議案　代表理事の選任について
第6号議案　理事会の招集権代理順位の選任について
第7号議案　専門委員会の構成について
第8号議案　㈱かすや取締役・監査役について

◎付議事項
第3回　理 事 会 令和5年6月6日

第1号議案　令和4年度決算書について
4件　以上の件審議されました。◎報告事項

10件　以上の件審議されました。◎報告事項

1件　以上の件審議されました。◎報告事項

「
青
天
の
霹
靂
」

篠
栗
町髙

橋
　
美
智
子
さ
ん

（70）

　
四
月
に
夫
の
喜
寿
、
私
の
古
稀
を
子
ど
も
達
家
族
に

祝
っ
て
貰
い
、
健
康
で
暮
ら
せ
る
幸
せ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
私
自
身
娘
時
代
は
「
農
家
に
だ
け
は
嫁
に
行
か
な

い
！
」
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
不
思
議
な
事
で
す
。
三
人

の
娘
達
と
出
掛
け
る
こ
と
が
少
な
い
我
が
家
は
田
畑
が
遊

び
場
。
玉
葱
を
沢
山
作
っ
た
収
穫
時
に
、
幼
い
長
女
が

し
ょ
う
け
（
竹
ざ
る
）
を
持
ち
、
遠
く
へ
歩
い
て
い
き
ま

す
。
「
ど
う
し
た
の
？
」
と
聞
く
と
「
近
く
か
ら
収
穫
す

る
と
き
つ
く
な
っ
た
時
に
遠
く
へ
行
き
た
く
な
い
か
ら
」

と
の
こ
と
。
雨
が
降
り
そ
う
に
な
っ
た
の
で
「
妹
二
人
を

連
れ
て
帰
っ
て
」
と
言
う
と
「
一
人
で
す
る
よ
り
私
が
手

伝
っ
て
二
人
で
す
る
方
が
早
く
終
わ
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

と
。
び
っ
く
り
で
す
。
農
家
な
ら
で
は
の
生
き
方
が
育
ま

れ
て
い
る
の
だ
と
感
動
す
ら
覚
え
ま
し
た
。

　
今
年
連
休
前
に
実
家
の
弟
夫
婦
か
ら
呼
ば
れ
て
行
く

と
、
一
つ
年
下
の
弟
が
舌
癌
末
期
で
、
半
年
も
た
な
い
か

も
と
の
話
に
絶
句
し
ま
し
た
。
し
か
し
彼
の
人
望
の
お
陰

で
色
々
な
方
か
ら
療
養
ア
ド
バ
イ
ス
を
貰
い
ま
し
た
。
弟

は
入
院
を
選
択
せ
ず
食
事
栄
養
補
給
と
波
動
治
療
で
普
通

の
生
活
を
続
け
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
で
す
。

　
農
家
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
三
週
間
過
ぎ
た
今

朝
、
弟
か
ら
満
面
の
笑
み
で
写
メ
が
送
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
先
、
弟
の
様
子
を
見
な
が
ら
ど
う
生
き
て
い
く

か
は
私
に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題
で
す
。

女性の眼

「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
！
」

ちびっ子ポスト

（11）

中
園
　
心
絃
　
く
ん

し
ん 

げ
ん

久
山
町
立
山
田
小
学
校
6
年
生

久
保
田
　
み
ち
子

原
口
　
敏
郎

郡
嶋
　
眞
智
子

西
村
　
榮
子

木
山
　
享

関
　
佳
代
子

大
石
　
千
鶴

白
百
合
の
薫
り
抱
き
て
友
来
た
る

杭
を
出
る
煤
顔
の
猛
者
夏
の
暁

鳥
の
声
聞
く
黙
の
界
木
下
闇

夏
草
に
分
け
入
る
鼓
動
た
が
ま
り
ぬ

金
曜
日
疲
れ
を
癒
や
す
藤
寝
椅
子

四
阿
の
朽
ち
し
ベ
ン
チ
や
草
茂
る

き
ら
め
き
て
遊
覧
船
の
朱
夏
の
海

す
す

も
　
さ

あぜみち俳句
（粕屋冬野会）

みんなの
ひろば

表紙のひと

ゆ
た
か

今
月
の
表
紙
の
ひ
と
は
、
志
免
町
に
お
住
ま

い
の
阿
部
　
豊
さ
ん
で
す
。

　
豊
さ
ん
は
43
年
前
に
義
兄
に
誘
わ
れ
て
定

食
屋
「
赤
兵
衛
」
を
空
港
前
に
開
業
し
、
現

在
は
次
男
さ
ん
夫
婦
・
ア
ル
バ
イ
ト
も
含
め

た
７
人
で
平
尾
で
お
店
を
営
業
し
て
い
ま

す
。
中
で
も
お
店
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
名
物
メ

ニ
ュ
ー
「
餃
子
カ
ツ
」
や
阿
部
さ
ん
「
手
作

り
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
を
求
め
て
毎
日
多
く

の
お
客
様
で
賑
わ
っ
て
お
り
、
Ｔ
Ｖ
取
材
や

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
的
に
お
店
の
売
り
上

げ
は
落
ち
た
も
の
の
Ｔ
Ｖ
取
材
等
を
き
っ
か

け
に
人
気
と
な
り
現
在
は
売
り
上
げ
も
右
肩

上
が
り
で
順
調
に
伸
び
て
い
ま
す
。
「
お
客

様
が
満
腹
で
笑
顔
で
く
つ
ろ
げ
る
お
店
作
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
提
供
す
る
料
理
は
全

て
手
作
り
を
心
が
け
て
質
の
高
い
料
理
を
提

供
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
豊
さ
ん
。
そ
ん

な
お
店
と
自
宅
の
往
復
で
忙
し
い
毎
日
を

送
っ
て
い
る
豊
さ
ん
の
息
抜
き
は
、
奥
様
と

休
日
に
電
車
を
乗
り
継
い
で
温
泉
め
ぐ
り
を

す
る
こ
と
で
す
。
普
段
か
ら
仲
の
良
い
お
二

人
で
す
が
共
に
温
泉
入
浴
後
の
一
杯
が
楽
し

み
で
近
郊
の
温
泉
セ
ン
タ
ー
に
良
く
行
っ
て

い
ま
す
。
又
豊
さ
ん
は
ゴ
ル
フ
も
大
好
き
で

月
に
一
度
は
二
人
の
息
子
さ
ん
と
一
緒
に
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
仲
の
良

い
阿
部
さ
ん
ご
一
家
で
す
が
、
豊
さ
ん
は
奥

様
と
の
結
婚
生
活
も
38
年
を
迎
え
、
こ
れ
か

ら
も
末
永
く
健
康
に
気
を
付
け
て
夫
婦
仲
良

く
二
人
三
脚
で
歩
い
て
ゆ
き
た
い
そ
う
で

す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
仲
睦
ま
じ
い
お
二

人
で
い
て
下
さ
い
。

阿部　豊さんと奥様のまゆみさん

「
夫
婦
仲
良
く
二
人
三
脚
で
」 

志
免
町阿

部
　
豊

あ
　 

べ

さ
ん

（67）

8
月
の
運
勢

【
全
体
運
】 

口
は
災
い
の
も
と
。発
言
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。言
葉
よ
り
も
態
度
で
示
す
姿
勢
が
吉
と
出
ま
す
。映
画
や
ド
ラ
マ
を
楽
し
ん
で
　【
健
康
運
】 ヘッ
ド
マッ
サ
ー
ジ
で
気
分
転
換
。歯
科
検
診
が
吉
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 ゴ
ー
ヤ
ー

8
月
の
運
勢

【
全
体
運
】 

勢
い
が
あ
り
ま
す
。思
っ
た
以
上
に
進
展
が
早
い
こ
と
も
。か
じ
取
り
は
慎
重
に
。信
頼
に
応
え
よ
う
と
す
る
態
度
が
大
事
で
す
　【
健
康
運
】 

食
べ
過
ぎ
に
気
を
付
け
て
。腹
八
分
目
で
医
者
い
ら
ず
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 レ
タ
ス

獅子座
7/23
8/22

乙女座
8/23
9/22

　
今
回
登
場
し
て
く
れ
た
ち
び
っ
子
は
久
山
町
立
山
田
小
学
校
６
年
生
の

中
園
　
心
絃
く
ん
で
す
。

　
「
小
さ
い
頃
か
ら
体
を
動
か
す
事
が
大
好
き
だ
」
と
い
う
心
絃
く
ん
は

お
母
さ
ま
が
地
域
の
体
育
委
員
を
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
小
学
２
年
生
か

ら
バ
レ
ー
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
「
久
山
ジ
ュ
ニ
ア
」
と
い
う
バ
レ
ー

の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
て
い
ま
す
。
又
他
に
も
テ
ニ
ス

ス
ク
ー
ル
に
週
に
１
度
通
い
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
併
用
し
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
今
は
ま
っ
て
い
る
も
の
は
友
達
同
士
で
や
っ
て
い
る
野
球
で
休
日

に
は
友
達
同
士
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
草
野
球
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
又

小
学
生
な
が
ら
本
格
的
な
パ
ン
作
り
、
お
菓
子
作
り
料
理
も
得
意
で
大
人

顔
負
け
な
腕
前
を
お
持
ち
で
す
。
将
来
の
夢
は
「
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
て

高
校
、
体
育
大
学
に
進
学
し
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
の
こ
と
を
学
び
、
ス
ポ
ー

ツ
に
携
わ
る
仕
事
が
し
た
い
」
だ
そ
う
で
「
中
学
校
に
進
学
し
た
ら
別
の

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
入
部
し
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
目
指
し
、
大
人
に
な
っ
て
も
バ

レ
ー
を
続
け
て
バ
レ
ー
を
通
じ
て
得
た
仲
間
を
大
切
に
思
い
や
り
を
持
っ

て
人
と
接
し
て
い
き
た
い
」
と
し
っ
か
り
と
し
た
意
志
を
持
っ
て
い
る
心

絃
く
ん
。
こ
れ
か
ら
も
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
　
　

第9号議案　  退職理事に対する退職慰労金の支給額及び
支給方法について

第10号議案　令和5年度  常勤・非常勤理事報酬額及び
支給方法について

第11号議案　個人情報保護統括管理者等の選任について
第12号議案　令和5年度  借入金の最高限度額について
第13号議案　令和5年度  信用の供与等の最高限度額について
第14号議案　令和5年度  貸出金利率の最高限度について
第15号議案　役員賠償責任保険の更新について

へ
き  

れ
き
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（6月末現在）

わたしたちの
貯　　　　金　　
貸 　 出 　 金　　　　　
共 済 保 有 高　　　
購買品供給高　
販売品販売高　　
出 　 資 　 金　　　
組 合 員 数　正　　
　　　　　　　准　　　　
　　　　　　　計　　　　
職 　 員 　 数　　　　　　　　　
　　　　　　　　（うち正職員　　  208人）

2,362.9億円
678.8億円

5,215.6億円
3.2億円
2.5億円

37.1億円
4,641人

16,323人
20,964人

257人

理 事 会 か ら

◎付議事項
第4回　理 事 会 令和5年6月26日

第1号議案　令和4年度  期末定期監査「主な改善事項」
　　　　　　に対する処理てん末について
第2号議案　業務報告書（行政庁提出）について
第3号議案　機構改革の実施について
第4号議案　職制規程の一部改正について
第5号議案　専門委員会規程の一部改正について

◎付議事項
第5回　理 事 会 令和5年6月29日

第1号議案　組合長の選任について
第2号議案　専務理事の選任について
第3号議案　金融共済担当常務理事の選任について
第4号議案　営農経済担当常務理事の選任について
第5号議案　代表理事の選任について
第6号議案　理事会の招集権代理順位の選任について
第7号議案　専門委員会の構成について
第8号議案　㈱かすや取締役・監査役について

◎付議事項
第3回　理 事 会 令和5年6月6日

第1号議案　令和4年度決算書について
4件　以上の件審議されました。◎報告事項

10件　以上の件審議されました。◎報告事項

1件　以上の件審議されました。◎報告事項

「
青
天
の
霹
靂
」

篠
栗
町髙

橋
　
美
智
子
さ
ん

（70）

　
四
月
に
夫
の
喜
寿
、
私
の
古
稀
を
子
ど
も
達
家
族
に

祝
っ
て
貰
い
、
健
康
で
暮
ら
せ
る
幸
せ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
私
自
身
娘
時
代
は
「
農
家
に
だ
け
は
嫁
に
行
か
な

い
！
」
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
不
思
議
な
事
で
す
。
三
人

の
娘
達
と
出
掛
け
る
こ
と
が
少
な
い
我
が
家
は
田
畑
が
遊

び
場
。
玉
葱
を
沢
山
作
っ
た
収
穫
時
に
、
幼
い
長
女
が

し
ょ
う
け
（
竹
ざ
る
）
を
持
ち
、
遠
く
へ
歩
い
て
い
き
ま

す
。
「
ど
う
し
た
の
？
」
と
聞
く
と
「
近
く
か
ら
収
穫
す

る
と
き
つ
く
な
っ
た
時
に
遠
く
へ
行
き
た
く
な
い
か
ら
」

と
の
こ
と
。
雨
が
降
り
そ
う
に
な
っ
た
の
で
「
妹
二
人
を

連
れ
て
帰
っ
て
」
と
言
う
と
「
一
人
で
す
る
よ
り
私
が
手

伝
っ
て
二
人
で
す
る
方
が
早
く
終
わ
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

と
。
び
っ
く
り
で
す
。
農
家
な
ら
で
は
の
生
き
方
が
育
ま

れ
て
い
る
の
だ
と
感
動
す
ら
覚
え
ま
し
た
。

　
今
年
連
休
前
に
実
家
の
弟
夫
婦
か
ら
呼
ば
れ
て
行
く

と
、
一
つ
年
下
の
弟
が
舌
癌
末
期
で
、
半
年
も
た
な
い
か

も
と
の
話
に
絶
句
し
ま
し
た
。
し
か
し
彼
の
人
望
の
お
陰

で
色
々
な
方
か
ら
療
養
ア
ド
バ
イ
ス
を
貰
い
ま
し
た
。
弟

は
入
院
を
選
択
せ
ず
食
事
栄
養
補
給
と
波
動
治
療
で
普
通

の
生
活
を
続
け
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
で
す
。

　
農
家
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
三
週
間
過
ぎ
た
今

朝
、
弟
か
ら
満
面
の
笑
み
で
写
メ
が
送
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
先
、
弟
の
様
子
を
見
な
が
ら
ど
う
生
き
て
い
く

か
は
私
に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題
で
す
。

女性の眼

「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
！
」

ちびっ子ポスト

（11）

中
園
　
心
絃
　
く
ん

し
ん 

げ
ん

久
山
町
立
山
田
小
学
校
6
年
生

久
保
田
　
み
ち
子

原
口
　
敏
郎

郡
嶋
　
眞
智
子

西
村
　
榮
子

木
山
　
享

関
　
佳
代
子

大
石
　
千
鶴

白
百
合
の
薫
り
抱
き
て
友
来
た
る

杭
を
出
る
煤
顔
の
猛
者
夏
の
暁

鳥
の
声
聞
く
黙
の
界
木
下
闇

夏
草
に
分
け
入
る
鼓
動
た
が
ま
り
ぬ

金
曜
日
疲
れ
を
癒
や
す
藤
寝
椅
子

四
阿
の
朽
ち
し
ベ
ン
チ
や
草
茂
る

き
ら
め
き
て
遊
覧
船
の
朱
夏
の
海

す
す

も
　
さ

あぜみち俳句
（粕屋冬野会）

みんなの
ひろば

表紙のひと

ゆ
た
か

今
月
の
表
紙
の
ひ
と
は
、
志
免
町
に
お
住
ま

い
の
阿
部
　
豊
さ
ん
で
す
。

　
豊
さ
ん
は
43
年
前
に
義
兄
に
誘
わ
れ
て
定

食
屋
「
赤
兵
衛
」
を
空
港
前
に
開
業
し
、
現

在
は
次
男
さ
ん
夫
婦
・
ア
ル
バ
イ
ト
も
含
め

た
７
人
で
平
尾
で
お
店
を
営
業
し
て
い
ま

す
。
中
で
も
お
店
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
名
物
メ

ニ
ュ
ー
「
餃
子
カ
ツ
」
や
阿
部
さ
ん
「
手
作

り
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
を
求
め
て
毎
日
多
く

の
お
客
様
で
賑
わ
っ
て
お
り
、
Ｔ
Ｖ
取
材
や

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
的
に
お
店
の
売
り
上

げ
は
落
ち
た
も
の
の
Ｔ
Ｖ
取
材
等
を
き
っ
か

け
に
人
気
と
な
り
現
在
は
売
り
上
げ
も
右
肩

上
が
り
で
順
調
に
伸
び
て
い
ま
す
。
「
お
客

様
が
満
腹
で
笑
顔
で
く
つ
ろ
げ
る
お
店
作
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
提
供
す
る
料
理
は
全

て
手
作
り
を
心
が
け
て
質
の
高
い
料
理
を
提

供
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
豊
さ
ん
。
そ
ん

な
お
店
と
自
宅
の
往
復
で
忙
し
い
毎
日
を

送
っ
て
い
る
豊
さ
ん
の
息
抜
き
は
、
奥
様
と

休
日
に
電
車
を
乗
り
継
い
で
温
泉
め
ぐ
り
を

す
る
こ
と
で
す
。
普
段
か
ら
仲
の
良
い
お
二

人
で
す
が
共
に
温
泉
入
浴
後
の
一
杯
が
楽
し

み
で
近
郊
の
温
泉
セ
ン
タ
ー
に
良
く
行
っ
て

い
ま
す
。
又
豊
さ
ん
は
ゴ
ル
フ
も
大
好
き
で

月
に
一
度
は
二
人
の
息
子
さ
ん
と
一
緒
に
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
仲
の
良

い
阿
部
さ
ん
ご
一
家
で
す
が
、
豊
さ
ん
は
奥

様
と
の
結
婚
生
活
も
38
年
を
迎
え
、
こ
れ
か

ら
も
末
永
く
健
康
に
気
を
付
け
て
夫
婦
仲
良

く
二
人
三
脚
で
歩
い
て
ゆ
き
た
い
そ
う
で

す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
仲
睦
ま
じ
い
お
二

人
で
い
て
下
さ
い
。

阿部　豊さんと奥様のまゆみさん

「
夫
婦
仲
良
く
二
人
三
脚
で
」 

志
免
町阿

部
　
豊

あ
　 

べ

さ
ん

（67）

8
月
の
運
勢

【
全
体
運
】 

口
は
災
い
の
も
と
。発
言
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。言
葉
よ
り
も
態
度
で
示
す
姿
勢
が
吉
と
出
ま
す
。映
画
や
ド
ラ
マ
を
楽
し
ん
で
　【
健
康
運
】 ヘッ
ド
マッ
サ
ー
ジ
で
気
分
転
換
。歯
科
検
診
が
吉
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 ゴ
ー
ヤ
ー

8
月
の
運
勢

【
全
体
運
】 

勢
い
が
あ
り
ま
す
。思
っ
た
以
上
に
進
展
が
早
い
こ
と
も
。か
じ
取
り
は
慎
重
に
。信
頼
に
応
え
よ
う
と
す
る
態
度
が
大
事
で
す
　【
健
康
運
】 

食
べ
過
ぎ
に
気
を
付
け
て
。腹
八
分
目
で
医
者
い
ら
ず
　【
幸
運
の
食
べ
物
】 レ
タ
ス

獅子座
7/23
8/22

乙女座
8/23
9/22

　
今
回
登
場
し
て
く
れ
た
ち
び
っ
子
は
久
山
町
立
山
田
小
学
校
６
年
生
の

中
園
　
心
絃
く
ん
で
す
。

　
「
小
さ
い
頃
か
ら
体
を
動
か
す
事
が
大
好
き
だ
」
と
い
う
心
絃
く
ん
は

お
母
さ
ま
が
地
域
の
体
育
委
員
を
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
小
学
２
年
生
か

ら
バ
レ
ー
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
「
久
山
ジ
ュ
ニ
ア
」
と
い
う
バ
レ
ー

の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
て
い
ま
す
。
又
他
に
も
テ
ニ
ス

ス
ク
ー
ル
に
週
に
１
度
通
い
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
併
用
し
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
今
は
ま
っ
て
い
る
も
の
は
友
達
同
士
で
や
っ
て
い
る
野
球
で
休
日

に
は
友
達
同
士
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
草
野
球
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
又

小
学
生
な
が
ら
本
格
的
な
パ
ン
作
り
、
お
菓
子
作
り
料
理
も
得
意
で
大
人

顔
負
け
な
腕
前
を
お
持
ち
で
す
。
将
来
の
夢
は
「
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
て

高
校
、
体
育
大
学
に
進
学
し
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
の
こ
と
を
学
び
、
ス
ポ
ー

ツ
に
携
わ
る
仕
事
が
し
た
い
」
だ
そ
う
で
「
中
学
校
に
進
学
し
た
ら
別
の

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
入
部
し
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
目
指
し
、
大
人
に
な
っ
て
も
バ

レ
ー
を
続
け
て
バ
レ
ー
を
通
じ
て
得
た
仲
間
を
大
切
に
思
い
や
り
を
持
っ

て
人
と
接
し
て
い
き
た
い
」
と
し
っ
か
り
と
し
た
意
志
を
持
っ
て
い
る
心

絃
く
ん
。
こ
れ
か
ら
も
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
　
　

第9号議案　  退職理事に対する退職慰労金の支給額及び
支給方法について

第10号議案　令和5年度  常勤・非常勤理事報酬額及び
支給方法について

第11号議案　個人情報保護統括管理者等の選任について
第12号議案　令和5年度  借入金の最高限度額について
第13号議案　令和5年度  信用の供与等の最高限度額について
第14号議案　令和5年度  貸出金利率の最高限度について
第15号議案　役員賠償責任保険の更新について

へ
き  

れ
き
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〇水稲情報
　　粕屋地域では、昨年より水稲病害虫の「イネカメムシ」の被害が多発しました。
　特徴として、体は茶褐色で細長く、体調1.0㎝～1.5㎝前後で出穂し始めた頃に、籾
を吸汁し不稔籾や斑点米を引き起こします。不稔籾になった場合は、籾の色づきが始
まっても垂れ下がらずに、立ったままの状態となり、畦から見ても確認出来ます。
　ＪＡからの水稲管理情報等を参照し、今後の発生に注視して下さい。

〇園芸情報
　7月中旬より、秋冬野菜の播種が始まります。自家播種される方は、下記内容を参照の上、今年の播種育苗
作業に努めましょう。
　秋冬野菜は、セルトレイ（128穴・200穴）を使用しましょう。
　培土は、専用培土を使用する事をお勧めします。ＪＡの各プラザで販売している「園芸培土」は、セルトレイ
→ポットへの鉢上げ用の培土ですので、セルトレイへの使用は、窒素・水分が多い為徒長苗の原因となります。
　ヤンマー培土や活力K1プラグ倍土等を使用しましょう。覆土はヤンマー覆土やバーミキュライトを覆土専用
として使用しましょう！

Agri Infomation営農情報

糟屋郡須恵町植木61所在地
あり（無料）駐車場

守母神社

改築記念碑 須恵支所職員
松本  龍樹

生産者紹介

　宇
美
町
で
注
連
縄
（
し
め
縄
）
を
制
作
さ
れ
て
い
る
藤
木
　優
美
さ
ん
で
す
。

　優
美
さ
ん
は
ご
主
人
の
祖
母
の
影
響
で
10
年
程
前
に
し
め
縄
制
作
を
始
め
ま
し
た
。
幼
少

期
よ
り
手
先
が
器
用
だ
っ
た
事
も
あ
り
現
在
は
多
肉
植
物
寄
せ
植
え
、
花
を
使
っ
た
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
・
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
制
作
も
し
て
い
ま
す
。
し
め
縄
制
作
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ごめんください

　古賀市でヘアーサロンを経営されている大谷道幸さんで
す。53年ほど前に、父・東郷さんが現在の場所に開業さ
れ、現在は道幸さんがお店を守っています。
　道幸さんは、高校卒業後に理容の専門学校に1年間通った
後、他店にての修行を5年間経て、2011年6月にお父様より
経営を引き継ぎました。地域に密着した歴史ある理容室
で、「お店の名前の様にお客様にとって尾心地の良いヘ
アーサロンをめざしていきたいです」と道幸さん。「原材
料の高騰で料金値上げも検討はしておりますが、今のとこ
ろ価格は据え置きとしております。地元のお客様はもちろ
ん、SNS等で自分のお店を知ってもらい新規のお客様もご
来店頂きたいと思っています。地域にやさしいヘアーサロ
ンを目指して頑張ります。」と道幸さん。これからも地域
に愛される理容室を目指して頑張って下さい。

Adda（もうひとつの） Coyaba（居心地の良い場所）

Hair Resort

営業時間　火～金　　  9:00～21:00
　　　　　土・日・祝  8:00～19:00
駐 車 場　3台
定 休 日　月曜日・第3日曜日

☎092-942-2451　古賀市日吉2丁目11-5

大谷道幸さん
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Adda Coyaba
Hair Resort

　守母神社は、須恵から篠栗に抜ける「切通」と呼ばれる峠
の麓、大谷池のほとりに位置します。高鳥居城主の若君の乳
母であった「天眼慈照禅尼、守母大菩薩」をお祀りしていま
す。育児、夜泣き止め、身宮安泰の神様「もりぼさま」とし
て大切に祀られおり、4月には大祭が行われています。

町内にあった山城である高鳥居城落城の悲話
　乳母の慈照天眼禅尼が杉弾正の子を連れて落ちのびる途
中、岩陰に潜んでいたところ、子の泣き声で見つかり捉えら
れてしまい、首をはねられた際、「自分が殺されても世の中
の泣く子の味方となり守り続ける。」と誓ったことにちな
み、子守の神・夜泣き止めの神として祭られています。

鳥居

拝殿

入口

須恵
スマートIC

JR須恵中央駅
JA須恵支所

須恵東中学校
守母神社

JR須恵駅
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藤木　優美 さん（40） 

宇美町

多肉植物寄せ植え藤木さん制作のしめ縄②

しめ縄教室の様子藤木さん制作のしめ縄①
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〇水稲情報
　　粕屋地域では、昨年より水稲病害虫の「イネカメムシ」の被害が多発しました。
　特徴として、体は茶褐色で細長く、体調1.0㎝～1.5㎝前後で出穂し始めた頃に、籾
を吸汁し不稔籾や斑点米を引き起こします。不稔籾になった場合は、籾の色づきが始
まっても垂れ下がらずに、立ったままの状態となり、畦から見ても確認出来ます。
　ＪＡからの水稲管理情報等を参照し、今後の発生に注視して下さい。

〇園芸情報
　7月中旬より、秋冬野菜の播種が始まります。自家播種される方は、下記内容を参照の上、今年の播種育苗
作業に努めましょう。
　秋冬野菜は、セルトレイ（128穴・200穴）を使用しましょう。
　培土は、専用培土を使用する事をお勧めします。ＪＡの各プラザで販売している「園芸培土」は、セルトレイ
→ポットへの鉢上げ用の培土ですので、セルトレイへの使用は、窒素・水分が多い為徒長苗の原因となります。
　ヤンマー培土や活力K1プラグ倍土等を使用しましょう。覆土はヤンマー覆土やバーミキュライトを覆土専用
として使用しましょう！

Agri Infomation営農情報

糟屋郡須恵町植木61所在地
あり（無料）駐車場

守母神社

改築記念碑 須恵支所職員
松本  龍樹
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れ、現在は道幸さんがお店を守っています。
　道幸さんは、高校卒業後に理容の専門学校に1年間通った
後、他店にての修行を5年間経て、2011年6月にお父様より
経営を引き継ぎました。地域に密着した歴史ある理容室
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の麓、大谷池のほとりに位置します。高鳥居城主の若君の乳
母であった「天眼慈照禅尼、守母大菩薩」をお祀りしていま
す。育児、夜泣き止め、身宮安泰の神様「もりぼさま」とし
て大切に祀られおり、4月には大祭が行われています。

町内にあった山城である高鳥居城落城の悲話
　乳母の慈照天眼禅尼が杉弾正の子を連れて落ちのびる途
中、岩陰に潜んでいたところ、子の泣き声で見つかり捉えら
れてしまい、首をはねられた際、「自分が殺されても世の中
の泣く子の味方となり守り続ける。」と誓ったことにちな
み、子守の神・夜泣き止めの神として祭られています。
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しめ縄教室の様子藤木さん制作のしめ縄①
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☆斎場見学も随時行っております。

初盆精霊送り初盆精霊送り初盆精霊送り

かすや葬祭

日 時：令和5年8月15日㈫　受付 16:00～19:00

― まごころこめて ―

尚、やすらぎ会館すえ斎場及び、
　　　　　　やすらぎ会館こが斎場でも同時受付致します。

供養料無料

ところ： やすらぎ会館 かすや斎場　☎092-931-3533
☆人形ケース・ガラス類はご遠慮ください。

中村匠吾法律事務所
〒810-0041
福岡市中央区大名2丁目8番18号
天神パークビル6F
☎092-737-2552　FAX 092-737-2560

9:00～17:30
受付時間

休 業 日
土・日・祝日

 お問い合わせは下記事務所までお願いいたします。

舞鶴公園

昭和通り

明治通り

国体道
路

西鉄福岡
（天神）

赤坂

天神事務所

境界紛争

中村  匠吾  弁護士
なかむら しょう ご

　今回は、建物の一部や塀が越境しているなどの「境界紛争」につ
いて、基礎的な知識をご紹介する次第です。

法律講座
知って納得！

No.22

⑵　筆界確定制度の利用
　当事者の一方が依頼した土地家屋調査士による測量の結果に、相手方当事者が納得しないような場
合も多々見られます。
　このような場合、法務局が行っている「筆界特定制度」（土地の所有者が申請すると、筆界特定登
記官が、専門家の意見を参考にして、土地の筆界（登記されたときの境界）の位置を特定する制度）
を利用することが考えられます。
　この制度は、裁判をする場合に比較して、費用が安く済むとことや、結論が出るまでの時間が短い
ことなどの面でメリットがあります。
　他方、相手方当事者や第三者が異議申立をすることが出来るため最終解決が出来ない可能性がある
点においてデメリットがあります。

⑶　筆界確定訴訟・所有権確認訴訟の提起
　当事者間の紛争の程度が大きく、当事者間の協議や筆界特定制度では解決出来ない場合、裁判所に
対して筆界確定訴訟・所有権確認訴訟の提起をする方法があります。

2　現状の解決方法
　当事者間において境界の共通認識が出来た場合、それぞれの状況に応じて、①越境物を撤去する方
法、②越境状態を確認した上で更なる越境の禁止や将来の撤去を合意する方法、③越境部分の所有権の
譲渡により越境を解消する方法など、具体的な解決方法を選択することになります。

3　まとめ
　境界紛争は、一旦紛争が起こると解決後も相互に感情的なしこりが残る側面があります。このため、
出来る限り境界紛争が発生しないように隣地所有者間のコミュニケーションを円滑に維持すること、境
界紛争が発生した場合もお互いを尊重して可能な限り話し合いによる解決を目指すことが重要だと思い
ます。
　また、紛争が拡大しないためにも早期に土地家屋調査士や弁護士などの専門家に相談することが必要
だと思います。

1　客観的な境界を明らかにする方法
⑴　土地家屋調査士による測量

　境界紛争が起こる理由は、隣地所有者間において、お互いが認識して
いる境界が異なることが多いです。
　そこで、境界の認識に齟齬がある場合は、土地家屋調査士に測量を依
頼して、客観的な境界を明らかにし、当該境界を前提に当事者間で協議
をする必要があると思います。

◆ 故人
松﨑　純治
稲永　正治
八尋　靜憲
村山　　勲
山田美恵子
赤尾　豊子
長　　澄子
大井サナエ

様
様
様
様
様
様
様
様

◆ 故人
中野ヒサヨ
中野　廣親
川上　桂子
北﨑　正行
中野智恵子
三⻆　正次
八尋　憲治
藤木　美代
薄　　明信

様
様
様
様
様
様
様
様
様

令和5年6月1日～6月30日

＊篠栗町天空会館のご利用もできます ホームページはこちらから

株式会社かすや葬祭部

慎んでお悔やみ申し上げます。

かすや葬祭は、どなた様でもご利用できます。

株式会社かすやでは、万一に備え事前相談「生前お見積り」
をお薦めしております。お気軽にご相談下さい。 0120‒798710

092‒938‒2868☎
http://www.kasuya-co.jp

　◆ 住所
新宮町
須恵町
古賀市
古賀市
新宮町
須恵町
粕屋町
宇美町
古賀市

上府北
須　恵
谷　山
筵　内
三　代
旅　石
大　隈
障子岳南
米多比

◆ 喪主
中野　孝哉
中野　順子
川上　章浩
北﨑　益己
宮崎　尚人
三⻆美代子
八尋　紀子
藤木　勝義
薄　多美子

様
様
様
様
様
様
様
様
様

◆ 住所
古賀市
須恵町
粕屋町
古賀市
粕屋町
粕屋町
粕屋町
古賀市

薬王寺
植　木
大　隈
米多比
仲　原
仲　原
戸原東
青　柳

◆ 喪主
松﨑　正美
稲永　靖子
八尋美恵子
村山　　子
山田　賢一
田中　幸子
長　　和幸
大井　洋一

様
様
様
様
様
様
様
様

ある日、人は帰る。

組合員資格のご確認と異動手続きのお
願いについて
組合員の皆さまの「住所・氏名等に変
更、または組合員資格に変更」があっ
た場合は、異動手続きが必要となりま
すので、最寄りの支所に御相談の上、
手続きをお願いいたします。なお、手
続きの際には、運転免許証や保険証な
ど本人が確認できる公的書類と印鑑を
ご持参下さい。

お 知 ら せ

上のＱＲコード
からもアクセス
で き ま す 。 ぜ
ひ、チェックし
てください。

『おすすめ情報』や
『かすやレシピ』、
『インショップ案内』
など、いろんなペー
ジがあります！

ＪＡ粕屋の最新情報はホームページから！

射手座
11/23
12/21

山羊座
12/22
1/19

8
月
の
運
勢

【
全
体
運
】 ス
ロ
ー
ス
タ
ー
ト
で
す
が
着
実
に
結
果
を
出
し
て
い
け
ま
す
。長
期
計
画
を
立
て
る
の
に
も
好
機
。ク
オ
リ
テ
ィ
ー
重
視
で
進
め
て
　【健
康
運
】 

自
宅
で
で
き
る
簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ
が
お
勧
め
　【幸
運
の
食
べ
物
】 

ピ
ー
マ
ン

8
月
の
運
勢

【
全
体
運
】 

問
題
は
あ
る
も
の
の
運
勢
は
良
好
で
す
。状
況
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
改
善
へと
進
む
は
ず
。困
難
を
感
じ
る
と
き
こ
そ
奮
起
を

　【健
康
運
】 

準
備
運
動
を
入
念
に
。関
節
の
ケ
ア
を
心
が
け
て
　【幸
運
の
食
べ
物
】 

葉
シ
ョ
ウ
ガ
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☆斎場見学も随時行っております。

初盆精霊送り初盆精霊送り初盆精霊送り

かすや葬祭

日 時：令和5年8月15日㈫　受付 16:00～19:00

― まごころこめて ―

尚、やすらぎ会館すえ斎場及び、
　　　　　　やすらぎ会館こが斎場でも同時受付致します。

供養料無料

ところ： やすらぎ会館 かすや斎場　☎092-931-3533
☆人形ケース・ガラス類はご遠慮ください。

中村匠吾法律事務所
〒810-0041
福岡市中央区大名2丁目8番18号
天神パークビル6F
☎092-737-2552　FAX 092-737-2560

9:00～17:30
受付時間

休 業 日
土・日・祝日

 お問い合わせは下記事務所までお願いいたします。

舞鶴公園

昭和通り

明治通り

国体道
路

西鉄福岡
（天神）

赤坂

天神事務所

境界紛争

中村  匠吾  弁護士
なかむら しょう ご

　今回は、建物の一部や塀が越境しているなどの「境界紛争」につ
いて、基礎的な知識をご紹介する次第です。

法律講座
知って納得！

No.22

⑵　筆界確定制度の利用
　当事者の一方が依頼した土地家屋調査士による測量の結果に、相手方当事者が納得しないような場
合も多々見られます。
　このような場合、法務局が行っている「筆界特定制度」（土地の所有者が申請すると、筆界特定登
記官が、専門家の意見を参考にして、土地の筆界（登記されたときの境界）の位置を特定する制度）
を利用することが考えられます。
　この制度は、裁判をする場合に比較して、費用が安く済むとことや、結論が出るまでの時間が短い
ことなどの面でメリットがあります。
　他方、相手方当事者や第三者が異議申立をすることが出来るため最終解決が出来ない可能性がある
点においてデメリットがあります。

⑶　筆界確定訴訟・所有権確認訴訟の提起
　当事者間の紛争の程度が大きく、当事者間の協議や筆界特定制度では解決出来ない場合、裁判所に
対して筆界確定訴訟・所有権確認訴訟の提起をする方法があります。

2　現状の解決方法
　当事者間において境界の共通認識が出来た場合、それぞれの状況に応じて、①越境物を撤去する方
法、②越境状態を確認した上で更なる越境の禁止や将来の撤去を合意する方法、③越境部分の所有権の
譲渡により越境を解消する方法など、具体的な解決方法を選択することになります。

3　まとめ
　境界紛争は、一旦紛争が起こると解決後も相互に感情的なしこりが残る側面があります。このため、
出来る限り境界紛争が発生しないように隣地所有者間のコミュニケーションを円滑に維持すること、境
界紛争が発生した場合もお互いを尊重して可能な限り話し合いによる解決を目指すことが重要だと思い
ます。
　また、紛争が拡大しないためにも早期に土地家屋調査士や弁護士などの専門家に相談することが必要
だと思います。

1　客観的な境界を明らかにする方法
⑴　土地家屋調査士による測量

　境界紛争が起こる理由は、隣地所有者間において、お互いが認識して
いる境界が異なることが多いです。
　そこで、境界の認識に齟齬がある場合は、土地家屋調査士に測量を依
頼して、客観的な境界を明らかにし、当該境界を前提に当事者間で協議
をする必要があると思います。

◆ 故人
松﨑　純治
稲永　正治
八尋　靜憲
村山　　勲
山田美恵子
赤尾　豊子
長　　澄子
大井サナエ

様
様
様
様
様
様
様
様

◆ 故人
中野ヒサヨ
中野　廣親
川上　桂子
北﨑　正行
中野智恵子
三⻆　正次
八尋　憲治
藤木　美代
薄　　明信

様
様
様
様
様
様
様
様
様

令和5年6月1日～6月30日

＊篠栗町天空会館のご利用もできます ホームページはこちらから

株式会社かすや葬祭部

慎んでお悔やみ申し上げます。

かすや葬祭は、どなた様でもご利用できます。

株式会社かすやでは、万一に備え事前相談「生前お見積り」
をお薦めしております。お気軽にご相談下さい。 0120‒798710

092‒938‒2868☎
http://www.kasuya-co.jp

　◆ 住所
新宮町
須恵町
古賀市
古賀市
新宮町
須恵町
粕屋町
宇美町
古賀市

上府北
須　恵
谷　山
筵　内
三　代
旅　石
大　隈
障子岳南
米多比

◆ 喪主
中野　孝哉
中野　順子
川上　章浩
北﨑　益己
宮崎　尚人
三⻆美代子
八尋　紀子
藤木　勝義
薄　多美子

様
様
様
様
様
様
様
様
様

◆ 住所
古賀市
須恵町
粕屋町
古賀市
粕屋町
粕屋町
粕屋町
古賀市

薬王寺
植　木
大　隈
米多比
仲　原
仲　原
戸原東
青　柳

◆ 喪主
松﨑　正美
稲永　靖子
八尋美恵子
村山　　子
山田　賢一
田中　幸子
長　　和幸
大井　洋一

様
様
様
様
様
様
様
様

ある日、人は帰る。

組合員資格のご確認と異動手続きのお
願いについて
組合員の皆さまの「住所・氏名等に変
更、または組合員資格に変更」があっ
た場合は、異動手続きが必要となりま
すので、最寄りの支所に御相談の上、
手続きをお願いいたします。なお、手
続きの際には、運転免許証や保険証な
ど本人が確認できる公的書類と印鑑を
ご持参下さい。

お 知 ら せ

上のＱＲコード
からもアクセス
で き ま す 。 ぜ
ひ、チェックし
てください。

『おすすめ情報』や
『かすやレシピ』、
『インショップ案内』
など、いろんなペー
ジがあります！

ＪＡ粕屋の最新情報はホームページから！

射手座
11/23
12/21

山羊座
12/22
1/19

8
月
の
運
勢

【
全
体
運
】 ス
ロ
ー
ス
タ
ー
ト
で
す
が
着
実
に
結
果
を
出
し
て
い
け
ま
す
。長
期
計
画
を
立
て
る
の
に
も
好
機
。ク
オ
リ
テ
ィ
ー
重
視
で
進
め
て
　【健
康
運
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自
宅
で
で
き
る
簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ
が
お
勧
め
　【幸
運
の
食
べ
物
】 

ピ
ー
マ
ン

8
月
の
運
勢

【
全
体
運
】 

問
題
は
あ
る
も
の
の
運
勢
は
良
好
で
す
。状
況
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
改
善
へと
進
む
は
ず
。困
難
を
感
じ
る
と
き
こ
そ
奮
起
を

　【健
康
運
】 

準
備
運
動
を
入
念
に
。関
節
の
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ア
を
心
が
け
て
　【幸
運
の
食
べ
物
】 

葉
シ
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ウ
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備
考 映画タイトル「島守の塔」

開催日 イベント 開催時間等 開催場所等

イベントはありません。

水瓶座
1/20
2/18

魚　座
2/19
3/20

8
月
の
運
勢

【
全
体
運
】 

正
確
で
確
実
な
作
業
で
高
評
価
を
得
ら
れ
ま
す
。行
き
違
い
が
あ
っ
て
も
落
ち
着
い
て
話
し
合
い
を
。良
い
方
向
へ
と
進
む
は
ず
　【健
康
運
】 

野
菜
も
タ
ン
パ
ク
質
も
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
て
　【幸
運
の
食
べ
物
】 

イ
チ
ジ
ク

8
月
の
運
勢

【
全
体
運
】 

対
人
運
が
活
性
化
。良
い
話
も
悪
い
話
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
。建
設
的
な
話
題
に
参
加
を
。う
わ
さ
話
は
で
き
る
だ
け
スル
ー
が
正
解
　【健
康
運
】 

食
事
と
運
動
の
両
方
か
ら
血
行
促
進
を
図
っ
て
　【幸
運
の
食
べ
物
】 

葉
ト
ウ
ガ
ラ
シ

開催日 イベント 開催時間等 開催場所等

開催日 イベント 開催時間等 開催場所等

古賀市
https://www.city.koga.fukuoka.jp/

※新型コロナウイルス感染症の状況によりやむを得ず中止になる場合が
　あります。

古賀市・糟屋郡 8 月のイベント

志免町
https://www.town.shime.lg.jp/

宇美町
https://www.town.umi.lg.jp/

備
考 乳幼児向け

開催日 イベント 開催時間等 開催場所等

わくわくおはなし会
10：30～11：00

14：00～15：00
にこにこおはなし会
夏休みこども映写会

町立図書館

10：30～11：00 町立図書館

うみ・みらい館

備
考 幼・小低学年向け

  5日㈯
19日㈯

・

  9日㈬
23日㈬

・

  6日㈰

ＪＡ粕屋
http://www.ja-kasuya.or.jp/

ほっとめーる ― 読者からのメッセージ ―

片
足
上
げ
５
回
し
か
出
来
な
か
っ
た
け
ど
毎
日
し

て
い
た
ら
30
回
く
ら
い
片
足
上
げ
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。姿
勢
も
少
し
良
く
な
り
ま
し
た
。

須
恵
町
　
Ｓ
・
Ｍ
さ
ん（
71
）

年
齢
を
重
ね
る
毎
に
体
力
の
衰
え
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃

で
す
が
、現
状
の
自
分
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、毎
日
の
小

さ
な
積
み
重
ね
が
大
き
な
変
化
を
生
む
と
信
じ
て
日
々
努

力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

菜
園
で
作
る
ト
マ
ト
は
、い
つ
も
雨
で
病
気
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
、今
年
は
箱
植
え
ト
マ
ト
を
軒
下
に
置

い
て
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
元
気
に
育
っ
て
い
て
、孫
も
実
が
早
く

赤
く
な
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

篠
栗
町
　
Ｆ・
Ｍ
さ
ん（
76
）

ト
マ
ト
が
美
味
し
い
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。も
ち
ろ

ん
ス
ー
パ
ー
や
直
売
所
で
購
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
や

は
り
自
分
自
身
で
育
て
た
ト
マ
ト
の
味
は
ま
た
格
別
で
す

ね
。お
孫
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

こ
た
え

二重マスの文字をA～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

ヨコのカギ タテのカギ
1

3
2

4
6
9
10
11
13
14
16

パラシュートともいいます
法やルールなどに背くこと
イタリアの1つ前の通貨単位

「あかつき」や「白鳳」などの品種が
あります
日暮れ頃にザーッと降ります
読売ジャイアンツの本拠地は東京
―です
植物に水やりをするときに使う道具
陰の反対語
毎度、バカバカしいお笑いを一 ―
紙幣や貨幣を入れます
カレンダーに「FRI」と書かれている
ことも

2

7
8

5

14

9

15

11

12

16
17

京都の五山送り火で、最もよく知ら
れた形の送り火
エビネもカトレアもこの花の仲間
肥料の3要素の1つ。元素記号はK
どのドレッシングで食べようかな
骨切りをする細長い魚
イタリアの現在の通貨単位
山の頂上と麓の間
一緒に暮らしています
突破して決勝に進みます
夕空に輝く―の明星
歌謡曲で一番盛り上がる部分のこと

クロスワード

クロスワード正解者のなかから抽選でＪＡ関連グッズをプレゼント！
はがき裏面に ❶クイズの答え ❷氏名 ❸郵便番号 ❹住所 ❺年齢 ❻あなたの一言
メッセージを書いて送って下さい。（おたよりコーナーで紹介させていただいており
ます。身近な話題をお待ちしております。）

プレゼントの応募について

送り先

応募締め切り 令和5年7月末日
※頂いた個人情報は、本誌の企画・編集以外には使用いたしません。

〒811ー2302　糟屋郡粕屋町大字大隈1229　ＪＡ粕屋広報係

ふるさと川柳

川
柳
と
は
、五
七
五
の
文
字
の
中
で
、そ
の
時
の
話
題
や
世
相
を
風
刺
的
に

面
白
く
表
現
し
た
も
の
で
す
。

一
般
的
に
は
俳
句
と
違
い
、季
語
や
題
材
の
制
約
は
な
く
、人
事
や
世
帯
、人

情
ま
で
も
扱
わ
れ
ま
す
。し
か
し
、縛
り
が
な
い
と
広
域
と
な
り
漠
然
と
い
た

し
ま
す
の
で
、こ
こ
で
は
天
内
晃（
て
ん
な
い
こ
う
）氏
の「
ふ
る
さ
と
」を
テ
ー

マ
に
し
た
川
柳
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

稲
刈
り
で
　猫
も
一
役
　お
手
伝
い

牛
が
牽
く
　一
直
線
の
　犂
の
跡

す
き

前
号
の
答
え
「
ヒ
ヤ
ケ
ド
メ
」

いん

開催日 イベント 開催時間等 開催場所等

イベントはありません。

篠栗町
https://www.town.sasaguri.fukuoka.jp/

開催日 イベント 開催時間等 開催場所等

粕屋町
https://www.town.kasuya.fukuoka.jp/

開催日 イベント 開催時間等 開催場所等

久山町
https://www.town.hisayama.fukuoka.jp/

開催日 イベント 開催時間等 開催場所等

新宮町
https://www.town.shingu.fukuoka.jp/

9：30～13：30 そぴあしんぐう
(芝生広場)

しんぐうマルシェ
備
考 マイバック、お買い物袋をお持ちください。

12日㈯
26日㈯

・

10：30～
14：00～
18：30～

そぴあしんぐう新宮町平和祈念映画会
  5日㈯

イベントはありません。

イベントはありません。

イベントはありません。

軽トラック・農機具・ハウス購入のための使いやすいＪＡ独自の資金です

当初3年間（100万円以上お借入の場合）

年 ％（保証料別）
基準金利　1.20%（固定金利）
※4年目以降は基準金利となります

0.20
ＪＡ農機ハウスローン

利子補給後

金　利

（2023年4月3日～2023年9月29日）

当初のお借入金額が100万円以上の方は

最大1.0％の利子補給が

3年間受けられます。
＊ただし利子補給後の下限金利は、0.2％となります。

保証料等助成あり

実質保証料負担 0 円
＊他行からの借換に伴う借換費用も助成します。（1案件につき30
万円の上限あり）＊保証料助成については、上記資金をお借入れの
際、福岡県農業信用基金協会にお支払する保証料の全額を一括前払
いで負担された方に限ります。（後日、負担額を助成します）

さらに！

詳しくはＪＡ窓口へおたずねください。

備
考 8月27日㈰まで　※月曜休館
企画展「古賀の学校」

  1日㈫ リーパスプラザこが
歴史資料館

10：00～18：00

備
考 上映作品「老後の資金がありません！」
名画会×男女共同参画

  3日㈭ リーパスプラザこが
歴史資料館

10：30～12：30

備
考 演題「どんな時も心は自由～誰ひとり取り残さない社会へ～」
第１回みんなの人権セミナー

  5日㈯ リーパスプラザこが
大ホール

10：00～12：00

講演会「古賀の学校教育の歴史」  6日㈰ リーパスプラザこが
多目的ホール14：00～16：00

サロンコンサート19日㈯ 快生館13：30～15：00

備
考 大人300円、高校生以下100円

夏休みアザレアロードショー
映画「ざんねんないきもの事典」

SUEふれあいレインボー夏フェス

  9日㈬

12日㈯

アザレアホール
須恵

ふれあいレインボー

開催日 イベント 開催時間等 開催場所等

須恵町
https://www.town.sue.fukuoka.jp/

11：00～12：30
14：00～15：30

14：40～21：00
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備
考 映画タイトル「島守の塔」

開催日 イベント 開催時間等 開催場所等

イベントはありません。

水瓶座
1/20
2/18

魚　座
2/19
3/20

8
月
の
運
勢

【
全
体
運
】 

正
確
で
確
実
な
作
業
で
高
評
価
を
得
ら
れ
ま
す
。行
き
違
い
が
あ
っ
て
も
落
ち
着
い
て
話
し
合
い
を
。良
い
方
向
へ
と
進
む
は
ず
　【健
康
運
】 
野
菜
も
タ
ン
パ
ク
質
も
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
て
　【幸
運
の
食
べ
物
】 

イ
チ
ジ
ク

8
月
の
運
勢

【
全
体
運
】 

対
人
運
が
活
性
化
。良
い
話
も
悪
い
話
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
。建
設
的
な
話
題
に
参
加
を
。う
わ
さ
話
は
で
き
る
だ
け
スル
ー
が
正
解
　【健
康
運
】 

食
事
と
運
動
の
両
方
か
ら
血
行
促
進
を
図
っ
て
　【幸
運
の
食
べ
物
】 

葉
ト
ウ
ガ
ラ
シ

開催日 イベント 開催時間等 開催場所等

開催日 イベント 開催時間等 開催場所等

古賀市
https://www.city.koga.fukuoka.jp/

※新型コロナウイルス感染症の状況によりやむを得ず中止になる場合が
　あります。

古賀市・糟屋郡 8 月のイベント

志免町
https://www.town.shime.lg.jp/

宇美町
https://www.town.umi.lg.jp/

備
考 乳幼児向け

開催日 イベント 開催時間等 開催場所等

わくわくおはなし会
10：30～11：00

14：00～15：00
にこにこおはなし会
夏休みこども映写会

町立図書館

10：30～11：00 町立図書館

うみ・みらい館

備
考 幼・小低学年向け

  5日㈯
19日㈯

・

  9日㈬
23日㈬

・

  6日㈰

ＪＡ粕屋
http://www.ja-kasuya.or.jp/

ほっとめーる ― 読者からのメッセージ ―

片
足
上
げ
５
回
し
か
出
来
な
か
っ
た
け
ど
毎
日
し

て
い
た
ら
30
回
く
ら
い
片
足
上
げ
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。姿
勢
も
少
し
良
く
な
り
ま
し
た
。

須
恵
町
　
Ｓ
・
Ｍ
さ
ん（
71
）

年
齢
を
重
ね
る
毎
に
体
力
の
衰
え
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃

で
す
が
、現
状
の
自
分
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、毎
日
の
小

さ
な
積
み
重
ね
が
大
き
な
変
化
を
生
む
と
信
じ
て
日
々
努

力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

菜
園
で
作
る
ト
マ
ト
は
、い
つ
も
雨
で
病
気
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
、今
年
は
箱
植
え
ト
マ
ト
を
軒
下
に
置

い
て
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
元
気
に
育
っ
て
い
て
、孫
も
実
が
早
く

赤
く
な
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

篠
栗
町
　
Ｆ・
Ｍ
さ
ん（
76
）

ト
マ
ト
が
美
味
し
い
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。も
ち
ろ

ん
ス
ー
パ
ー
や
直
売
所
で
購
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
や

は
り
自
分
自
身
で
育
て
た
ト
マ
ト
の
味
は
ま
た
格
別
で
す

ね
。お
孫
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

こ
た
え

二重マスの文字をA～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

ヨコのカギ タテのカギ
1

3
2

4
6
9
10
11
13
14
16

パラシュートともいいます
法やルールなどに背くこと
イタリアの1つ前の通貨単位

「あかつき」や「白鳳」などの品種が
あります
日暮れ頃にザーッと降ります
読売ジャイアンツの本拠地は東京
―です
植物に水やりをするときに使う道具
陰の反対語
毎度、バカバカしいお笑いを一 ―
紙幣や貨幣を入れます
カレンダーに「FRI」と書かれている
ことも

2

7
8

5

14

9

15

11

12

16
17

京都の五山送り火で、最もよく知ら
れた形の送り火
エビネもカトレアもこの花の仲間
肥料の3要素の1つ。元素記号はK
どのドレッシングで食べようかな
骨切りをする細長い魚
イタリアの現在の通貨単位
山の頂上と麓の間
一緒に暮らしています
突破して決勝に進みます
夕空に輝く―の明星
歌謡曲で一番盛り上がる部分のこと

クロスワード

クロスワード正解者のなかから抽選でＪＡ関連グッズをプレゼント！
はがき裏面に ❶クイズの答え ❷氏名 ❸郵便番号 ❹住所 ❺年齢 ❻あなたの一言
メッセージを書いて送って下さい。（おたよりコーナーで紹介させていただいており
ます。身近な話題をお待ちしております。）

プレゼントの応募について

送り先

応募締め切り 令和5年7月末日
※頂いた個人情報は、本誌の企画・編集以外には使用いたしません。

〒811ー2302　糟屋郡粕屋町大字大隈1229　ＪＡ粕屋広報係

ふるさと川柳

川
柳
と
は
、五
七
五
の
文
字
の
中
で
、そ
の
時
の
話
題
や
世
相
を
風
刺
的
に

面
白
く
表
現
し
た
も
の
で
す
。

一
般
的
に
は
俳
句
と
違
い
、季
語
や
題
材
の
制
約
は
な
く
、人
事
や
世
帯
、人

情
ま
で
も
扱
わ
れ
ま
す
。し
か
し
、縛
り
が
な
い
と
広
域
と
な
り
漠
然
と
い
た

し
ま
す
の
で
、こ
こ
で
は
天
内
晃（
て
ん
な
い
こ
う
）氏
の「
ふ
る
さ
と
」を
テ
ー

マ
に
し
た
川
柳
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

稲
刈
り
で
　猫
も
一
役
　お
手
伝
い

牛
が
牽
く
　一
直
線
の
　犂
の
跡

す
き

前
号
の
答
え
「
ヒ
ヤ
ケ
ド
メ
」

いん

開催日 イベント 開催時間等 開催場所等

イベントはありません。

篠栗町
https://www.town.sasaguri.fukuoka.jp/

開催日 イベント 開催時間等 開催場所等

粕屋町
https://www.town.kasuya.fukuoka.jp/

開催日 イベント 開催時間等 開催場所等

久山町
https://www.town.hisayama.fukuoka.jp/

開催日 イベント 開催時間等 開催場所等

新宮町
https://www.town.shingu.fukuoka.jp/

9：30～13：30 そぴあしんぐう
(芝生広場)

しんぐうマルシェ
備
考 マイバック、お買い物袋をお持ちください。

12日㈯
26日㈯

・

10：30～
14：00～
18：30～

そぴあしんぐう新宮町平和祈念映画会
  5日㈯

イベントはありません。

イベントはありません。

イベントはありません。

軽トラック・農機具・ハウス購入のための使いやすいＪＡ独自の資金です

当初3年間（100万円以上お借入の場合）

年 ％（保証料別）
基準金利　1.20%（固定金利）
※4年目以降は基準金利となります

0.20
ＪＡ農機ハウスローン

利子補給後

金　利

（2023年4月3日～2023年9月29日）

当初のお借入金額が100万円以上の方は

最大1.0％の利子補給が

3年間受けられます。
＊ただし利子補給後の下限金利は、0.2％となります。

保証料等助成あり

実質保証料負担 0 円
＊他行からの借換に伴う借換費用も助成します。（1案件につき30
万円の上限あり）＊保証料助成については、上記資金をお借入れの
際、福岡県農業信用基金協会にお支払する保証料の全額を一括前払
いで負担された方に限ります。（後日、負担額を助成します）

さらに！

詳しくはＪＡ窓口へおたずねください。

備
考 8月27日㈰まで　※月曜休館
企画展「古賀の学校」

  1日㈫ リーパスプラザこが
歴史資料館

10：00～18：00

備
考 上映作品「老後の資金がありません！」
名画会×男女共同参画

  3日㈭ リーパスプラザこが
歴史資料館

10：30～12：30

備
考 演題「どんな時も心は自由～誰ひとり取り残さない社会へ～」
第１回みんなの人権セミナー

  5日㈯ リーパスプラザこが
大ホール

10：00～12：00

講演会「古賀の学校教育の歴史」  6日㈰ リーパスプラザこが
多目的ホール14：00～16：00

サロンコンサート19日㈯ 快生館13：30～15：00

備
考 大人300円、高校生以下100円

夏休みアザレアロードショー
映画「ざんねんないきもの事典」

SUEふれあいレインボー夏フェス

  9日㈬

12日㈯

アザレアホール
須恵

ふれあいレインボー

開催日 イベント 開催時間等 開催場所等

須恵町
https://www.town.sue.fukuoka.jp/

11：00～12：30
14：00～15：30

14：40～21：00



旅 行 代 金

行　　程 食　事

 9月4日㈪ ～ 9月5日㈫
旅行実施日 令和5年

かすや旅行センター  ☎092-938-3919
福岡県知事登録第2-952号　総合旅行業務取扱管理者　伊藤優二
総合旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取り扱う販売店での取引に関する責任者です。
この旅行に関してご不明な点がございましたら、ご遠慮なく取扱管理者にお尋ね下さい。

大人お一人様 3名1室追加代金（お一人様）1,100円
2名1室追加代金（お一人様）2,200円27,500円（4名1室以上）

ＪＡ粕屋各地 ―― 最寄ＩＣ ―― めかりＳＡ ―― 小月ＩＣ ―― 道の駅北浦街道 ―― 

元乃隅稲成神社 ―― 海鮮村北長門 ―― 萩：明倫学舎 ―― ホテル

出発

昼食

9:10/9:20 10:30/10:45

11:35/12:00 12:30/13:30 14:00/15:00 15:20

17:00

×

昼

夜

朝

昼

×

旅行企画・実施

ＪＡ粕屋年金友の会保養の旅

美しい景色と歴史探訪の山口２日間美しい景色と歴史探訪の山口２日間

8:15

ホテル ―― 松陰神社 ―― 東光寺 ―― 村田蒲鉾 ―― 城跡ながお ―― 山口市菜香亭 ――

小郡ＩＣ ―― 壇ノ浦ＳＡ ―― 最寄ＩＣ ―― ＪＡ粕屋各地
9:40/10:30 10:40/11:10 12:00/13:009:30

第1班　新宮・立花・青柳・小野・古賀
 9月5日㈫ ～ 9月6日㈬

第2班　仲原・大川・篠栗・久山
 9月11日㈪ ～ 9月12日㈫

第3班　志免・宇美・須恵

萩本陣外観（イメージ） 萩本陣露天風呂（イメージ） 明倫学舎（イメージ）

■募集人員／各日40名（最少催行人員35名）　但し、定員になり次第締め切ります。　■食事／朝1回、昼2回、夜1回
■添乗員／同行し旅程管理を行います。　■募集締切／令和5年8月4日㈮　■利用予定ホテル／萩本陣　■予定バス会社／西鉄観光バス

※道路事情等により到着時間が変更になる場合がございます。

編 

集 

後 

記

　い
よ
い
よ
本
格
的
な
暑
い
夏
が

や
っ
て
来
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
家
庭
の

エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
は
何
度
に
し

て
ま
す
か
？
私
自
身
も
毎
年
夏
場
の

室
内
設
定
温
度
に
悩
み
ま
す
が
一
般

的
に
は
環
境
省
推
奨
の
28
度
設
定
の

ご
家
庭
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。し
か
し
こ
こ
で
要
注
意
な
の
が

28
度
設
定
と
い
う
の
は
エ
ア
コ
ン
の

設
定
温
度
を
28
度
に
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
「
室
温
が
28
度
」
で
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。つ
ま
り
室

温
が
28
度
を
超
え
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
気
づ
か
ず
に
エ
ア
コ
ン
の
設

定
温
度
を
28
度
に
し
続
け
る
の
は
熱

中
症
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
も
あ
り

非
常
に
危
険
な
こ
と
だ
そ
う
で
す
。ど

う
し
て
も
暑
い
場
合
は
、
扇
風
機
と
併

用
し
て
使
用
す
る
と
、
設
定
温
度
よ
り

も
体
感
温
度
が
３
度
ほ
ど
下
が
る
そ

う
で
す
。皆
さ
ま
も
エ
ア
コ
ン
と
扇
風

機
を
上
手
く
駆
使
し
て
、
夏
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
　
　
　（
Ｎ
）

ピカマイくんとカスヤンジャー

コリー アマン ピカマイくん ポン キウコマッキー
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発
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１

JA粕屋

ごめんください・職員おすすめスポット！　14
生産者紹介・営農情報　15
知って納得！法律講座　16
初盆精霊送り・ある日、人は帰る　17
クロスワード・ＪＡ農機ハウスローン　18
ふるさと川柳・ほっとめーる・古賀市・糟屋郡のイベント　19

組合長挨拶・理事の紹介　4～5
総代アンケートＱ&Ａ　6～8
総代アンケート集計結果　9
ＪＡ ＴＯＰＩＣＳ　10
振袖レンタル・ランドセル展示会のお知らせ　11　
みんなのひろば・理事会から・私たちのＪＡ　12～13
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